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わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
は
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
と
し
て
、
判
決
国
が
わ
が
国
か
ら
み
て
国
際
的
裁
判
管
轄
を
有
す
る
こ

と
（
管
轄
要
件
）、
敗
訴
の
被
告
が
呼
出
し
を
受
け
た
か
、
ま
た
は
応
訴
し
た
こ
と
（
送
達
要
件
）、
判
決
の
内
容
お
よ
び
手
続
が
日
本
の
公
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序
良
俗
に
反
し
な
い
こ
と
（
公
序
要
件
）
だ
け
で
な
く
、
相
互
の
保
証
が
あ
る
こ
と
（
相
互
の
保
証
要
件
）
を
定
め
て
い
る
。
前
者
の
三
つ

の
要
件
は
、
具
体
的
に
承
認
が
問
題
と
な
っ
た
判
決
自
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
判
決
国
に
お
い
て
、
わ
が

国
の
判
決
が
同
様
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
承
認
が
問
題
と
な
っ
た
判
決
に
は
関
係
し
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
外

国
判
決
が
前
者
の
三
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
て
も
、
相
互
の
保
証
要
件
を
欠
く
場
合
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
承
認
の
余
地
は
な

い
。周

知
の
と
お
り
、
昭
和
八
年
一
二
月
五
日
の
大
審
院
判
決
（
法
律
新
聞
三
六
七
〇
号
一
六
頁
、
以
下
「
昭
和
八
年
大
判
」
と
い
う
）
で
は
、
相

互
の
保
証
要
件
と
は
、
判
決
国
が
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
の
規
定
と
同
等
ま
た
は
こ
れ
よ
り
も
寛
大
な
条
件
の
も
と
で
わ
が
国
の
判
決

を
承
認
す
る
場
合
を
い
う
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
八
年
六
月
七
日
の
最
高
裁
判
決
（
民
集
三
七
巻
五
号
六
一
一
頁
、
以
下
「
昭
和
五
八

年
最
判
」
と
い
う
）
に
よ
り
、
判
決
国
に
お
い
て
わ
が
国
の
同
種
の
判
決
が
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
に
規
定
さ
れ
た
条
件
と
重
要
な
点
で

異
な
ら
な
い
条
件
の
も
と
で
承
認
さ
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
変
更
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
一
〇
年
四
月
二
八
日
の
最
高
裁
判
決
（
民
集

五
二
巻
三
号
八
五
三
頁
、
以
下
「
平
成
一
〇
年
最
判
」
と
い
う
）
も
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。
と
は
い
え
、
昭
和
八
年
大
判
を
含
め
、
具
体
的
な

事
件
に
お
い
て
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
例
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
平
成

一
五
年
四
月
九
日
の
大
阪
高
裁
判
決
（
判
時
一
八
四
一
号
一
一
一
頁
、
以
下
「
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
」
と
い
う
）
が
現
れ
、
さ
ら
に
平
成
二
七

年
一
一
月
二
五
日
の
東
京
高
裁
判
決
（
平
成
二
七
年
（
ネ
）
第
二
四
六
一
号
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
二
五
五
四
一
八
〇
三
、
以
下
「
平
成
二
七
年
東
京
高
判
」

と
い
う
）
も
同
じ
結
論
に
至
っ
て
い
る（

（
（

。

本
稿
は
、
か
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
相
互
の
保
証
要
件
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
明
治
二
三
年
の
民
事
訴
訟
法
（
法
律
第

二
九
号
、
以
下
「
明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
」
と
い
う
）
に
お
い
て
、
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
正
一
五
年
の
改
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正
（
法
律
第
六
一
号
、
以
下
「
大
正
一
五
年
改
正
法
」
と
い
う
）
に
よ
り
単
に
相
互
の
保
証
と
修
正
さ
れ
た
経
緯
を
振
り
返
っ
て
、
相
互
の
保

証
要
件
の
立
法
趣
旨
を
再
確
認
す
る
（
後
述
二
）。
つ
ぎ
に
、
と
く
に
改
正
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
判
例
の
展
開
を
眺
め
、
平
成
一
五

年
大
阪
高
判
お
よ
び
平
成
二
七
年
東
京
高
判
が
最
高
裁
判
例
お
よ
び
他
の
下
級
審
判
例
の
動
向
に
反
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
（
後
述

三
）。
さ
ら
に
、
日
中
両
国
の
間
で
は
お
互
い
に
判
決
を
承
認
し
な
い
と
い
う
両
す
く
み
状
態
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
回
避
し
た
例

と
し
て
、
ド
イ
ツ
と
中
国
の
間
に
お
け
る
判
決
の
相
互
承
認
の
経
緯
を
紹
介
し
（
後
述
四
）、
ま
た
外
国
判
決
承
認
の
意
義
を
再
考
す
る
た

め
に
、
ス
イ
ス
法
が
相
互
の
保
証
要
件
を
廃
止
し
た
理
由
を
探
る
（
後
述
五
）。
最
後
に
、
わ
が
国
の
憲
法
二
九
条
に
よ
る
財
産
権
の
保
障

に
関
す
る
判
例
の
立
場
か
ら
、
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
を
論
じ
る
（
後
述
六
）。

中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
お
よ
び
平
成
二
七
年
東
京
高
判
は
、
最
高
裁
判
例
に
違
反
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
相
互
の
保
証
要
件
に
は
、
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
単
な
る
解
釈
論
や
立
法
論
を
超
え
て
、

憲
法
上
の
基
本
的
人
権
の
侵
害
で
あ
る
。
中
国
と
の
相
互
の
保
証
は
、
こ
の
要
件
の
存
在
意
義
を
改
め
て
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

二　

わ
が
国
の
立
法
経
緯

（
一
）　

明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法

明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
は
、
現
行
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
に
相
当
す
る
承
認
要
件
の
規
定
を
欠
き
、
執
行
要
件
の
み
を
規
定
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
民
事
執
行
法
と
同
様
に
、
外
国
判
決
の
執
行
は
、
わ
が
国
の
裁
判
所
の
執
行
判
決
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
行

う
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
執
行
判
決
請
求
訴
訟
の
国
内
管
轄
は
、
債
務
者
の
普
通
裁
判
籍
に
よ
り
、
こ
れ
が
な
い
場
合
は
、
財
産
所
在
地
の
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管
轄
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
五
一
四
条
）（

（
（

。
ま
た
、
執
行
判
決
請
求
訴
訟
の
審
理
に
お
い
て
は
、
裁
判
の
当
否
を
調

査
し
て
は
な
ら
な
い
が
（
実
質
的
再
審
査
の
禁
止
）、
次
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
は
、
訴
え
を
却
下
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

た
（
同
法
五
一
五
条
）（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
外
国
裁
判
所
の
判
決
の
確
定
が
証
明
さ
れ
な
い
と
き
、
日
本
法
上
強
制
執
行
で
き
な
い
行
為
を
執
行

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
き
、
わ
が
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
外
国
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
、
敗
訴
の
日
本
人
被
告
が
応
訴
せ
ず
、

か
つ
判
決
国
に
お
い
て
、
ま
た
は
司
法
共
助
に
よ
り
わ
が
国
に
お
い
て
、
訴
訟
開
始
の
呼
出
し
も
し
く
は
命
令
の
送
達
を
受
け
な
か
っ
た

と
き
、
そ
し
て
「
國
際
條
約
ニ
於
テ
相
互
ヲ
保
セ
サ
ル
ト
キ
」
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
が
外
国
判
決
の
執
行
要
件
の
み
を
規
定
し
て
い
た
点
お
よ
び
そ
の
規
定
ぶ
り
は
、

一
八
七
七
年
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
と
酷
似
し
て
お
り
、
現
に
同
法
六
六
〇
条
お
よ
び
六
六
一
条
の
日
本
語
訳
が
立
法
資
料
に
お
い
て
引

用
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
法
は
、
単
に
「
相
互
ヲ
保
證
セ
ザ
リ
シ
ト
キ 

（w
enn die Gegenseitigkeit nicht verbürgt ist

）」
と
し
て
お

り
（
（
（

、
相
互
の
保
証
要
件
を
定
め
た
規
定
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
立
法
資
料
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
明
治
一
九
年
の
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
に

お
い
て
、
国
際
条
約
に
よ
り
相
互
の
保
証
が
な
い
と
き 
（w

enn nicht durch Staatsverträge die Gegenseitigkeit verbürgt ist

） 

と
さ
れ

て
お
り（

（
（

、
そ
の
後
の
修
正
案
で
も
、「
國
際
定
約
ニ
依
テ
互
ニ
之
ヲ
承
認
シ
ア
ラ
サ
ル
時
」（

（
（

、「
本
邦
ト
外
國
ト
ノ
間
ニ
於
テ
本
條
ノ
事
項

ニ
付
キ
條
約
ア
ラ
サ
ル
時
」（

（
（

、「
國
際
契
約
ニ
因
リ
相
互
ナ
ル
可
キ
コ
ト
カ
保
セ
ラ
レ
サ
ル
ト
キ
」
と
さ
れ（

（
（

、
明
治
二
一
年
七
月
一
八
日
の

民
事
訴
訟
法
草
案
議
案
第
三
五
号
以
降
は
、「
國
際
條
約
ニ
於
テ
相
互
ヲ
保
セ
サ
ル
ト
キ
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が（

（（
（

、
そ
の
際

に
作
成
さ
れ
た
民
事
訴
訟
法
草
案
議
事
筆
記
第
三
七
回
は
、
欠
落
し
て
お
り（

（（
（

、
ド
イ
ツ
法
と
の
相
違
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
当
時
出
版
さ
れ
た
解
説
を
読
め
ば
、
そ
の
理
由
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
法
律
取
調
報
告
委
員
で
あ
っ

た
本
多
康
直
お
よ
び
今
村
信
行
の
共
著
（
傍
点
・
奥
田
）
は
、「
第
五
號
ノ
規
定
ハ
國
際
法
上
ノ
對
等
主
義

0

0

0

0

ニ
依
リ
或
ル
外
國
ト
本
邦
ト
ノ
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七
一

間
ニ
於
テ
相
互
ニ
利
益
ヲ
交
換
ス
ル
目
的
即
チ
相
互
保
護
主
義
ヲ
以
テ
互
ニ
執
行
ヲ
為
ス
可
キ
特
別
ノ
條
約

0

0

0

0

0

ヲ
締
結
ス
ル
場
合
ヲ
慮
リ
而

シ
テ
之
ニ
反
對
ノ
場
合
即
チ
此
條
約
ノ
ア
ラ
サ
ル
外
國
ノ
裁
判
所
ノ
判
決
ニ
對
シ
テ
ハ
前
條
ノ
規
定
ヲ
適
用
セ
サ
ル
精
神
ニ
出
ツ
然
ル
ニ

本
邦
ニ
於
テ
ハ
未
タ
如
斯
最
惠
約
款
ヲ
結
ヒ
タ
ル
外
國
ナ
キ
故
目
下
執
行
判
決
ヲ
求
ム
ル
訴
ニ
付
テ
ハ
總
テ
本
號
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
一
般
ニ

之
ヲ
却
下
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
亀
山
貞
義
は
、「
其
判
決
ヲ
與
ヘ
タ
ル
國
ニ
於
テ
ハ
我
邦
ニ
於
テ
與
ヘ
タ
ル
判
決
ニ
付
キ
執

行
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
ト
キ
ハ
我
邦
ニ
於
テ
ノ
ミ
獨
リ
彼
レ
ニ
對
シ
テ
好
意
ヲ
表
シ
其
判
決
ニ
保
護
ヲ
與
フ
ヘ
キ
理
由
ア
ラ
サ
ル
ナ

リ
」
と
し（

（（
（

、
井
上
操
は
、「
國
際
條
約
ニ
於
テ
彼
ニ
於
テ
為
ス
所
ハ
我
ニ
於
テ
モ
亦
之
ヲ
為
シ
彼
ニ
於
テ
為
サ
ヽ
ル
所
ハ
我
モ
亦
之
ヲ
為

ス
コ
ト
ナ
シ
是
レ
國
際
上
ノ
通
義
ニ
シ
テ
然
ラ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
す
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
外
国
判
決
の
執
行
は
、
恩
恵
（
好
意
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
相
互
の
保
証
は
、
国
際
上
の
通
義
や
国
際
法
上
の

国
家
対
等
の
原
則
に
よ
り
根
拠
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
当
然
に
条
約
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
三
年
民
事
訴
訟

法
は
、
か
よ
う
な
理
由
か
ら
、「
國
際
條
約
ニ
於
テ
相
互
ヲ
保
セ
サ
ル
ト
キ
」
と
い
う
文
言
を
採
用
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）　

大
正
一
五
年
改
正
法

大
正
一
五
年
改
正
法
は
、
現
行
法
と
同
じ
く
外
国
判
決
の
承
認
要
件
を
規
定
し（

（（
（

、
相
互
の
保
証
要
件
に
つ
い
て
も
、
単
に
「
相
互
ノ
保

證
ア
ル
コ
ト
」（
大
正
一
五
年
改
正
法
二
〇
〇
条
四
号
＝
現
行
一
一
八
条
四
号
）
と
修
正
し
た
が
、
そ
の
経
緯
も
、
あ
ま
り
明
確
な
も
の
と
は
言

え
な
い
。
大
正
一
二
年
二
月
一
三
日
の
議
事
速
記
錄
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
草
案
三
二
三
条
は
、「
外
國
裁
判
所
ノ
確
定
判
決
ハ
左
ノ
場
合

ニ
於
テ
相
互
ノ
保
證
ア
ル
ト
キ
ニ
限
リ
其
効
力
ヲ
有
ス
」
と
し
、
相
互
の
保
証
要
件
を
柱
書
に
規
定
し
て
い
た
が
、
す
で
に
条
約
に
よ
る
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旨
の
文
言
は
削
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
起
草
委
員
の
松
岡
義
正
は
、「
之
は
相
互
の
保
證
あ
る
と
き
、
斯
う
し

た
方
が
相
當
で
あ
る
と
云
ふ
所
か
ら
致
し
ま
し
て
其
點
を
修
正
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
之
は
文
字
を
修
正
し
た
と
云
ふ
こ
と
に
歸
著
す

る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
説
明
す
る
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
改
正
法
律
案
理
由
書
（
傍
点
・
奥
田
）
も
、
最
終
草
案
二
〇
〇
条
に
つ
い
て
、「
現

行
法
ハ
第
五
百
十
五
條
ニ
於
テ
執
行
判
決
ニ
付
本
條
ト
同
趣
旨
ノ
條
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
定
ム
ト
雖
外
國
裁
判
所
ノ
判
決
ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
ノ
必
要
ハ
執

行
判
決
ヲ
為
ス
場
合
ニ
限
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
本
條
ノ
規
定
ヲ
新
設
シ
タ
リ
」
と
す
る
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
条
約
に
よ
る
旨
の
文
言
の
削
除
は
、
実
質
的
な
改
正
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
に
、

松
岡
と
同
じ
く
起
草
委
員
で
あ
っ
た
山
内
確
三
郎
は
、
改
正
法
の
昭
和
四
年
施
行
直
後
に
出
版
し
た
解
説
に
お
い
て
、「
新
法
は
必
ず
し

も
條
約
上
の
保
證
を
要
件
と
し
な
い
。
法
律
上
の
相
互
保
證
が
あ
れ
ば
足
れ
り
と
し
て
居
る
。
即
ち
外
國
法
律
に
於
て
帝
国
の
判
決
の
効

力
を
認
む
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
民
事
訴
訟
法
は
其
の
外
國
の
判
決
の
効
力
を
認
む
る
も
の
で
あ
る
。
實
際
の
適
用
と
し
て
は
お
互
に
法

律
上
の
相
互
を
證
し
て
居
る
場
合
に
、孰
れ
か
が
先
ず
判
決
の
効
力
を
認
む
る
の
實
例
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
問
題
を
生
ず
る
。

是
れ
は
外
交
上
の
交
渉
に
依
つ
て
事
を
決
す
る
の
例
で
あ
る
」
と
す
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
条
約
に
よ
る
必
要
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
両
す

く
み
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
現
実
に
は
旧
法
と
大
差
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
松
岡
義
正
の
ほ
う
は
、
大
正
一
三
年
に
出
版
し
た
解
説
に
お
い
て
、
明
確
に
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
に
対
し
異
論
を
唱

え
て
い
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
改
正
前
の
「
相
互
ノ
擔
保
ハ
相
互
ノ
繼
續
カ
將
來
ニ
向
テ
確
實
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
フ
ニ
他
ナ
ラ
ス
而
シ
テ
其
ノ
擔

保
ノ
形
式
ハ
國
際
條
約
ナ
ル
コ
ト
明
文
上
疑
ヲ
容
ル
ル
ノ
餘
地
ナ
シ
立
法
上
ノ
見
解
ト
シ
テ
ハ
狹
ニ
失
ス
（
我
國
ト
外
國
ト
ノ
間
ニ
於
テ
未

タ
斯
ル
趣
旨
ノ
條
約
ナ
キ
ヲ
以
テ
執
行
判
決
ニ
關
ス
ル
實
際
ノ
問
題
撥
生
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ヘ
シ
）（
獨
逸
ニ
在
リ
テ
ハ
相
互
ノ
擔
保
ノ
形
式
ニ
付
國
際
條

約
ニ
依
ル
趣
旨
ノ
明
文
ナ
キ
ヲ
以
テ
國
際
條
約
ノ
他
ニ
外
國
ノ
慣
習
法
若
ハ
外
國
ノ
制
定
法
判
決
ノ
相
互
執
行
ニ
關
ス
ル
宣
言
（déclaration

）
若
ハ
内



七
三

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

國
裁
判
所
ノ
判
決
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
外
國
裁
判
所
ノ
慣
行
ヲ
以
テ
相
互
ノ
擔
保
ノ
形
式
タ
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
ヲ
多
數
ノ
學
説
ト
ス
）」。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
松
岡
は
、
立
法
論
と
し
て
、
改
正
前
の
相
互
の
保
証
要
件
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
わ
が
国
が
相
互
保
証
の

条
約
を
締
結
し
て
い
な
い
の
で
、
実
際
上
外
国
判
決
を
執
行
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
点
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
が
条
約
に
よ
る
旨
を
規
定

し
て
い
な
い
点
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
を
理
論
的
に
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
政
策
と
し

て
、
外
国
判
決
の
承
認
の
余
地
を
広
げ
た
い
と
い
う
趣
旨
が
窺
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
解
説
の
出
版
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
改
正
草
案
は
、
条
約
に
よ
る
旨
の
文
言
を
削
除
し
て
い
た
の
で
、
松
岡

は
、
あ
た
か
も
改
正
後
の
相
互
の
保
証
要
件
を
解
釈
す
る
か
の
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
述
べ
る（

（（
（

。「
相
互
ハ
判
決
ノ
執
行
ニ
關
ス
ル
實
體

的
要
件
ノ
同
一
ヲ
指
示
シ
執
行
手
續
若
ハ
之
ニ
先
ス
ル
訴
訟
手
續
ノ
同
一
ヲ
指
示
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
蓋
シ
相
互
ノ
内
容
ト
シ
テ
内
外
訴
訟

法
規
ノ
嚴
正
ナ
ル
一
致
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
斯
ル
一
致
ハ
不
能
ナ
ル
ヲ
以
テ
相
互
ノ
要
件
ハ
殆
ン
ト
成
立
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
至
レ
ハ
ナ

リ
」。
か
よ
う
に
承
認
要
件
の
厳
格
な
一
致
を
不
可
能
と
し
た
う
え
で
、
松
岡
は
、
①
実
質
再
審
査
の
場
合
は
、
相
互
の
保
証
が
成
立
し

な
い
こ
と
、
②
「
重
要
ノ
點
ニ
於
テ
同
一
ナ
ル
條
件
ノ
下
ニ
執
行
力
ヲ
認
ム
ル
ト
キ
ニ
」、
相
互
の
保
証
が
成
立
す
る
こ
と
、
③
外
国
が

一
般
的
に
内
国
判
決
を
執
行
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
場
合
に
の
み
執
行
し
、
た
と
え
ば
自
国
民
の
敗
訴
判
決
を
執
行
し
な
い
場
合

（
主
観
的
制
限
）、
相
続
関
係
の
判
決
を
執
行
し
な
い
場
合
（
客
観
的
制
限
）
は
、
相
互
の
保
証
が
成
立
し
な
い
こ
と
、
④
内
国
判
決
の
既
判

力
だ
け
が
認
め
ら
れ
、
執
行
力
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
執
行
力
に
つ
い
て
の
み
、
相
互
の
保
証
が
成
立
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
解

釈
を
示
す
。

か
よ
う
な
松
岡
の
解
釈
は
、
後
に
江
川
英
文
が
昭
和
七
年
に
公
表
し
た
論
文
に
お
い
て
、
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
①
お
よ
び
②
の
点

は
支
持
さ
れ
た
が
、
③
の
点
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
江
川
は
、
外
国
が
あ
る
種
の
判
決
を
承
認
せ
ず
、
他
の
種
の
判
決
を
承
認
す
る
の
で



七
四

あ
れ
ば
、
そ
れ
と
同
じ
種
類
の
判
決
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
部
分
承
認
を
認
め
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
松
岡
は
、
昭
和
一
四
年
に
出

版
し
た
解
説
に
お
い
て
、
大
正
一
三
年
と
同
様
の
解
釈
を
示
し
、
再
び
部
分
承
認
を
否
定
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、

後
述
三
の
と
お
り
江
川
説
を
採
用
し
、
部
分
承
認
を
認
め
た
。
ま
た
松
岡
は
、
相
互
の
保
証
要
件
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
、「
是
國
際
上

ノ
關
係
ヲ
斟
酌
シ
所
謂
相
互
主
義
ヲ
是
認
シ
以
テ
本
邦
ノ
受
ク
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
不
利
益
ヲ
防
止
ス
ル
ノ
法
意
ニ
出
ツ
」
と
し
て
、
国
家

の
利
益
の
観
点
か
ら
根
拠
づ
け
て
い
る
が（

（（
（

、
か
よ
う
な
国
家
主
義
的
観
点
は
、
昭
和
五
八
年
最
判
に
は
見
ら
れ
な
い
。

別
の
意
味
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
、
昭
和
八
年
大
判
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
細
野
長
良
の
解
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
と
お
り
述

べ
る
（
傍
点
・
奥
田
）（

（（
（

。

外
國
カ
我
國
ノ
確
定
判
決
ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
限
リ
我
國
ニ
於
テ
モ
其
外
國
ノ
確
定
判
決
ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
ハ
相
互
主
義

0

0

0

0

ニ
シ
テ
相
當

ナ
ル
カ
為
メ
ナ
リ

權
利
保
護
ノ
要
求
ヲ
認
ム
ル
範
圍
又
ハ
外
國
判
決
ヲ
認
ム
ル
ニ
於
テ
モ
其
要
件
調
査
ノ
範
囲
各
國
ニ
於
テ
必
ス
シ
モ
一
様
ナ
ラ
サ
ル

カ
故
ニ
…
…
之
ヲ
嚴
格
ニ
云
フ
ト
キ
ハ
我
國
ト
ノ
間
ニ
完
全
ナ
ル
相
互
主
義
ヲ
認
ム
ル
場
合
ナ
キ
ニ
至
ル
ヲ
以
テ
本
件
ノ
相
互
ノ
保
證

ハ
一
般
的
ニ
見
テ
矢
張
我
國
ノ
判
決
ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
重
點
ニ
付
キ
之
ヲ
考
察
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
一
般
的
ニ
我
國
ノ

判
決
ノ
効
力
ヲ
認
メ
サ
ル
ニ
シ
テ
モ
箇
々
ノ
或
ル
種
ノ
判
決

0

0

0

0

0

0

ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
ト
キ
ハ
此
部
類
ニ
付
キ
相
互
ヲ
保
證
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ

ヘ
シ従

テ
外
國
カ
我
國
ノ
判
決
ヲ
大
概
同
様
ノ
條
件

0

0

0

0

0

0

0

即
チ
日
本
カ
外
國
ノ
判
決
ヲ
認
ム
ル
ニ
付
テ
ノ
條
件
ヨ
リ
過
重
ナ
ラ
サ
ル
程
度

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
以

テ
認
ム
ル
ト
キ
ハ
相
互
主
義
ニ
合
ス
ヘ
シ
又
外
國
カ
我
國
ノ
判
決
ヲ
認
ム
ル
要
件
ト
シ
テ
民
事
訴
訟
法
第
二
百
條
第
一
號
乃
至
第
四
號

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



七
五

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

ノ
條
件
以
外
ノ
訴
訟
上
ノ
要
件

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ニ
在
リ
テ
モ
相
互
主
義
ニ
反
ス
ト
為
ス
ヲ
得
ス
然
レ
ト
モ
外
國
カ
我
國
ノ
判
決
ヲ

認
ム
ル
ニ
付
キ
事
實
ノ
再
調
査
ヲ
必
要
ト
ス
ル
カ
如
キ
場
合
ハ
我
國
ノ
判
決
カ
外
國
判
決
ヲ
認
ム
ル
條
件
ト
重
大
ナ
ル
點
ニ
相
違
シ
相

互
ヲ
保
證
ス
ル
モ
ノ
ニ
該
當
セ
ス

細
野
の
解
説
は
、
相
互
の
保
証
を
国
際
法
上
の
相
互
主
義
に
よ
り
根
拠
づ
け
な
が
ら
も
、
承
認
の
範
囲
や
要
件
が
国
に
よ
り
異
な
る
こ

と
を
考
慮
し
、
部
分
承
認
を
認
め
る
点
に
お
い
て
、
江
川
説
や
昭
和
五
八
年
最
判
と
軌
を
一
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
国
の
承
認
要

件
が
わ
が
国
の
承
認
要
件
よ
り
も
過
重
で
な
い
程
度
で
あ
る
場
合
に
、
相
互
の
保
証
を
認
め
る
と
す
る
の
は
、
昭
和
八
年
大
判
に
沿
っ
て

い
る
が
、「
大
概
同
様
ノ
條
件
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
質
的
再
審
査
の
場
合
は
と
も
か
く
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
上
の
承

認
要
件
以
外
の
要
件
を
定
め
る
場
合
も
、
相
互
主
義
に
反
し
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
大
判
も
、
厳
密
に
わ
が
国
の

承
認
要
件
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
は
な
く
、
昭
和
五
八
年
最
判
と
同
様
に
、
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
け
れ
ば
構
わ
な

い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
審
院
判
決
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
判
決
を
承
認
し
た
結
論
も
容
易
に

説
明
が
つ
く
。

三　

わ
が
国
の
判
例
の
展
開

（
一
）　

昭
和
八
年
大
判

明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
の
も
と
で
は
、
外
国
判
決
の
承
認
執
行
な
ど
あ
り
得
る
は
ず
も
な
く
、
日
米
間
に
判
決
の
相
互
承
認
に
関
す



七
六

る
国
際
条
約
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
昭
和
四
年
三
月
一
一
日
の
長
崎
控
訴
院
判
決
（
法
律
新
聞
二
九
六
〇
号
四
頁
）
が
見
当
た
る
程
度
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
五
一
五
条
に
よ
れ
ば
、
外
国
判
決
の
既
判
力
も
、
執
行
力
と
同
一
の
要
件
の
も
と
に
お
い
て
の
み
承
認
さ
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
同
条
二
項
五
号
は
、
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
を
要
件
と
し
て
お
り
、「
現
時
斯
く
の
如
き
判
決
の
既
判
力
若
く

は
執
行
力
の
承
認
に
關
す
る
國
際
條
約
の
存
す
る
こ
と
な
き
を
以
て
本
邦
裁
判
所
は
在
天
津
米
國
法
廷
に
於
て
言
渡
さ
れ
た
る
判
決
の
既

判
力
を
承
認
す
る
を
要
せ
ざ
る
も
の
と
謂
は
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
正
一
五
年
改
正
法
の
施
行
か
ら
四
年
後
に
下
さ
れ
た
昭
和
八
年
大
判
は
、
相
互
の
保
証
要
件
の
意
義
に
関
す
る
判

示
は
と
も
か
く
も
、
結
果
的
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
判
決
を
承
認
し
た
原
審
判
決
を
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
互
の
保
証
と
は
、「
當

該
外
國
カ
條
約
ニ
依
リ
若
ハ
其
ノ
國
内
法
ニ
依
リ
我
國
判
決
ノ
當
否
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト
無
ク
シ
テ
右
第
二
百
條
ノ
規
定
ト
等
シ
キ
カ
又
ハ

之
ヨ
リ
寛
ナ
ル
條
件
ノ
下
ニ
我
國
ノ
判
決
ノ
効
力
ヲ
認
ム
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
居
ル
場
合
ヲ
謂
フ
モ
ノ
ト
ス
」
と
判
示
し
な
が
ら
も
、
上
告
理

由
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
承
認
要
件
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
と
様
々
な
点
で
異
な
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、

「
原
判
決
ハ
甲
第
四
號
證
ニ
依
リ
北
米
合
衆
國
ニ
於
ケ
ル
各
州
ノ
判
例
ニ
依
レ
ハ
前
記
ノ
如
キ
意
味
ニ
於
ケ
ル
相
互
ノ
保
證
ア
ル
コ
ト
ヲ

審
明
シ
本
件
北
米
合
衆
國
當
該
州
ノ
判
決
ハ
前
記
相
互
保
證
ノ
要
件
ヲ
具
備
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
前
記
ノ
證
據
ニ
依
レ
ハ

右
ノ
如
ク
認
メ
得
サ
ル
ニ
非
ス
北
米
合
衆
國
當
該
州
ニ
付
第
五
點
第
九
點
所
論
ノ
如
キ
事
情
ア
リ
ト
ス
ル
モ
又
第
七
點
所
論
ノ
如
キ
規
定

カ
北
米
合
衆
國
當
該
州
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
前
記
ノ
如
キ
意
味
ニ
於
ケ
ル
相
互
保
證
ア
リ
ト
云
フ
ノ
妨
ト
ナ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
」
と
す

る
。
そ
の
結
論
を
み
れ
ば
、
前
述
の
と
お
り
、
昭
和
八
年
大
判
は
、
外
国
の
承
認
要
件
が
厳
密
に
わ
が
国
の
承
認
要
件
よ
り
も
緩
や
か
で

あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
昭
和
五
八
年
最
判
と
同
様
に
、
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
け
れ
ば
構
わ
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



七
七

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

そ
の
後
、
財
産
関
係
訴
訟
を
み
る
限
り
、
昭
和
五
八
年
最
判
ま
で
に
四
件
の
下
級
審
判
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
件

は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
昭
和
三
五
年
七
月
二
〇
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
下
民
集
一
一
巻
七
号
一
五
二
二
頁
）
で
あ
る

が
、
相
互
の
保
証
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
当
該
外
国
の
わ
が
国
判
決
に
対
す
る
執
行
判
決
付
与
の
条
件
が
、
わ
が
国
の
そ
れ
と
大
体
同

一
程
度
か
ま
た
は
そ
れ
よ
り
軽
い
も
の
、
少
く
と
も
重
要
な
点
で
違
い
が
な
い
場
合
を
い
う
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
細
野
長
良
の
解
説

と
同
様
に
、
昭
和
八
年
大
判
と
昭
和
五
八
年
最
判
を
融
合
し
た
よ
う
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
当
時
の
ベ
ル
ギ
ー
法
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
判
決
国
と
の
間
に
相
互
承
認
に
関
す
る
条
約
が
あ
る
場
合
は
、

わ
が
国
と
ほ
ぼ
同
様
の
条
件
で
外
国
判
決
が
承
認
さ
れ
る
が
、
か
よ
う
な
条
約
が
な
い
場
合
は
、
判
決
の
内
容
自
体
の
当
否
が
調
査
さ
れ

る
か
ら
、
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
結
論
は
、
解
釈
論
と
し
て
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
の
ベ
ル
ギ
ー
国
際

私
法
典
は
、
明
文
で
実
質
的
再
審
査
を
禁
止
し
（
二
五
条
二
項
）、
そ
の
他
の
点
で
も
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
と
大
差
な
い
承

認
要
件
を
定
め
て
い
る
か
ら
（
同
条
一
項
）（

（（
（

、
現
在
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
と
の
相
互
の
保
証
が
肯
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
香
港
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
昭
和
五
七
年
三
月
二
五
日
の
福
岡
地
裁
判
決
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
八
四
年
一
二
月
号
二

頁
）
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
判
決
が
香
港
外
国
判
決
法
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

後
に
平
成
一
〇
年
最
判
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
よ
る
承
認
要
件
が
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
と
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
と
し

て
、
香
港
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「（
1
）
香
港
に
お
い
て
は
、
外
国
判
決
の
承
認
に
関
し
て
外
国
判
決
（
相
互
執

行
）
法
及
び
同
規
則
が
存
在
し
、
香
港
総
督
の
命
令
に
よ
り
、
相
互
の
保
証
が
あ
る
と
認
め
る
国
を
同
規
則
に
特
定
列
挙
し
て
い
た
こ
と
、

（
2
）
我
が
国
は
、
相
互
の
保
証
の
あ
る
国
と
し
て
同
規
則
に
列
挙
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、（
3
）
し
か
し
、
香
港
に
お
い
て
は
、

外
国
判
決
の
承
認
に
関
し
て
、
制
定
法
に
基
づ
く
も
の
以
外
に
英
国
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、（
4
）
コ
モ
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ン
・
ロ
ー
の
下
に
お
い
て
は
、
外
国
裁
判
所
が
金
銭
の
支
払
を
命
じ
た
判
決
は
、
原
判
示
の
要
件
の
下
に
承
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
下
に
お
け
る
右
外
国
判
決
承
認
の
要
件
は
、
我
が
国
の
民
訴
法
一
一
八
条
各
号
所
定
の
要
件
と
重

要
な
点
に
お
い
て
異
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
香
港
と
我
が
国
と
の
間
に
は
、
外
国
判
決
の
承
認
に
関
し
て

同
条
四
号
所
定
の
相
互
の
保
証
が
存
在
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
香
港
と
の
相
互
の
保
証
も
、

原
則
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

そ
の
他
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た
昭
和
四
二
年
一
一
月
一
三
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
下
民
集
一
八
巻
一
一
＝

一
二
号
一
〇
九
三
頁
）（

（（
（

、
ハ
ワ
イ
州
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
四
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
判
時
六
二
五
号
六
六
頁
）

が
あ
る（

（（
（

。（
二
）　

昭
和
五
八
年
最
判

以
上
の
と
お
り
、
昭
和
八
年
大
判
は
、
外
国
の
承
認
要
件
が
厳
密
に
わ
が
国
の
承
認
要
件
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
行
政
区
連
邦
地
裁
の
判
決
を
承
認
し
た
原
審
判

決
を
支
持
す
る
に
あ
た
り
、
相
互
の
保
証
を
定
義
し
直
し
、「
我
が
国
の
裁
判
所
が
し
た
こ
れ
と
同
種
類
の
判
決
が
同
条
各
号
所
定
の
条

件
と
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
条
件
の
も
と
に
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
」
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
理
由
を
挙
げ

る
。第

一
に
、
外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
、「
判
決
国
が
我
が
国
と
全
く
同
一
の
条
件
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
条
約
の
存
す
る
場
合
で
も

な
い
限
り
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
こ
ろ
、
渉
外
生
活
関
係
が
著
し
く
発
展
、
拡
大
し
て
い
る
今
日
の
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、



七
九

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

同
一
当
事
者
間
に
矛
盾
す
る
判
決
が
出
現
す
る
の
を
防
止
し
、
か
つ
、
訴
訟
経
済
及
び
権
利
の
救
済
を
図
る
必
要
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

に
か
ん
が
み
る
と
、
同
条
四
号
の
規
定
は
、
判
決
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
の
条
件
が
我
が
国
に
お
け
る
右
条
件
と
実
質
的
に
同
等

で
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
、
右
の
要
請
を
充
た
す
ゆ
え
ん
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」。

そ
こ
に
は
、
基
本
理
念
の
変
更
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
く
承
認
要
件
が
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
け
れ
ば
相
互
の
保
証
が
あ
る
と
す

る
松
岡
義
正
は
、
国
家
の
利
益
の
観
点
か
ら
相
互
の
保
証
要
件
を
根
拠
づ
け
て
い
た
が
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、
渉
外
的
生
活
関
係
の
安

定
の
観
点
か
ら
、
承
認
要
件
が
実
質
的
に
同
等
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
。
現
に
外
国
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
跛
行
的

法
律
関
係
が
生
じ
た
り
、
訴
訟
経
済
に
反
す
る
審
理
の
や
り
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
国
際
的
裁
判
管
轄
の
欠
如
や
時
効
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
審
理
の
や
り
直
し
さ
え
も
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
事
態
が
生
じ
得
る（

（（
（

。
そ
こ
で
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、
国
家
の
利
益
よ
り
も
、

む
し
ろ
外
国
判
決
の
承
認
拒
否
に
よ
り
害
さ
れ
る
個
人
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
相
互
の
保
証
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
す
る
。

第
二
に
、
昭
和
八
年
大
判
の
よ
う
に
、
承
認
要
件
が
同
等
ま
た
は
わ
が
国
よ
り
も
寛
大
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
場
合
は
、「
判
決
国
が

相
互
の
保
証
を
条
件
と
し
、
し
か
も
、
そ
の
国
の
外
国
判
決
の
承
認
の
条
件
が
我
が
国
の
条
件
よ
り
も
寛
大
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
国

に
と
つ
て
は
我
が
国
の
条
件
が
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
る
か
ら
、
我
が
国
の
裁
判
所
の
判
決
を
承
認
し
え
な
い
こ
と
に
帰
し
、
そ
の
結
果
、

我
が
国
に
と
つ
て
も
相
互
の
保
証
を
欠
く
と
い
う
不
合
理
な
結
果
を
招
来
し
か
ね
な
い
か
ら
で
も
あ
る
」
と
し
て
、
昭
和
八
年
大
判
は
変

更
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
と
同
様
の
両
す
く
み
の
回
避
は（

（（
（

、
大
正
一
五
年
改
正
法
の
施
行
直
後
に
出
版
さ
れ
た
山
内
確
三
郎

の
解
説
で
は
、
外
交
交
渉
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、
相
互
の
保
証
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
実

現
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
判
決
国
が
相
互
の
保
証
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
す
る
よ
う
に
な
る
か
否
か
は
、
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
わ
が
国
が
率
先
し
て
相
互
の
保
証
要
件
を
緩
和
し
、
判
決
の
相
互
承
認
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。



八
〇

こ
の
点
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
六
二
年
二
月
六
日
の
名
古
屋
地
裁
判
決
（
判
時
一
二
三
六
号
一
一
三
頁
）
で
あ
る
。
本
判
決

は
、「
従
前
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
日
本
と
の
間
に
は
相
互
保
証
が
な
い
と
す
る
の
が
通
説
的
見
解
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
が
、
右
見
解
は
単
に
そ
の
前
例
が
な
い
こ
と
を
根
拠
と
す
る
の
み
で
、
確
た
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
前
記
判
断
を
左
右
す
る
に
足
り
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
規
定
や
当
時
の
判
例
な
ど
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
と

の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
側
で
も
、
わ
が
国
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
る
の
が
通
説
的
見
解
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

そ
の
他
、
昭
和
五
八
年
最
判
を
踏
ま
え
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た
判
例
と
し
て
は
、
平
成
三
年
一
二
月
一
六
日
の
東
京
地
裁
判
決

（
判
タ
七
九
四
号
二
四
六
頁
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
）（

（（
（

、
平
成
六
年
一
月
一
四
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
判
時
一
五
〇
九
号
九
六
頁
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）（

（（
（

、
平

成
六
年
一
月
三
一
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
判
時
一
五
〇
九
号
一
〇
一
頁
、
英
国
）（

（（
（

、
平
成
一
〇
年
最
判
（
香
港
、
前
述
（
一
）
参
照
）、
平
成
一
八

年
一
月
一
九
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
判
タ
一
二
二
九
号
三
三
四
頁
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）（

（（
（

、
平
成
二
一
年
二
月
一
二
日
の
東
京
地
裁
判
決
（
判
時

二
〇
六
八
号
九
五
頁
、
韓
国
）
が
あ
る（

（（
（

。

（
三
）　

平
成
一
五
年
大
阪
高
判

以
上
の
と
お
り
、
最
高
裁
判
例
は
、
専
ら
承
認
要
件
の
比
較
に
よ
り
相
互
の
保
証
を
判
断
し
、
多
く
の
下
級
審
判
例
も
、
同
様
に
承
認

要
件
の
比
較
に
よ
っ
て
い
る
が（

（（
（

、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
は
、
中
国
と
の
相
互
の
保
証
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
判
決
が
承
認
さ
れ
た
前
例

の
有
無
を
問
題
と
す
る
。
事
案
は
、
中
国
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
合
弁
会
社
に
資
金
を
拠
出
し
た
者
が
自
己
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
原
審
判
決
は
、
別
の
者
が
出
資
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
中
国
判
決
の
効
力
を
承
認
し
、
訴
え
を



八
一

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

却
下
し
た
と
こ
ろ（

（（
（

、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
控
訴
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

高
裁
判
決
は
、
ま
ず
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
に
い
う
相
互
の
保
証
の
意
義
に
つ
い
て
、「
当
該
判
決
を
し
た
外
国
裁
判
所
の
属
す

る
国
に
お
い
て
、
我
が
国
の
裁
判
所
が
し
た
こ
れ
と
同
種
類
の
判
決
が
、
同
条
各
号
所
定
の
条
件
と
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
条
件
の
も

と
に
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
、
相
互
保
証
が
、
あ
ら
か
じ
め
条
約
そ
の
他
何
ら

か
の
国
家
間
の
合
意
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
」
と
し
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五
八
年
最
判
と
同
じ
趣
旨
を
述
べ
る
。

し
か
し
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
を
定
め
た
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
に
つ
い
て（

（（
（

、
そ
れ
が
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
を

要
求
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、「
中
華
人
民
共
和
国
の
法
の
基
本
原
則
ま
た
は
国
家
主
権
・
安
全
・
社
会
公
共
の
利
益

に
反
し
な
い
こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
、
同
国
が
我
が
国
と
は
経
済
体
制
を
異
に
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
我
が
国
の
裁
判
所
の
経
済
取

引
に
関
す
る
判
決
が
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
承
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
」
と
い
う
。

か
よ
う
な
公
序
要
件
に
対
す
る
疑
問
の
提
起
か
ら
し
て
、
す
で
に
昭
和
五
八
年
最
判
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
が
国
の

民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
三
号
も
、
判
決
の
内
容
お
よ
び
手
続
が
「
日
本
に
お
け
る
」
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
こ
と
を
承
認
要
件
と
し
て
い

る
よ
う
に
、
公
序
要
件
は
す
べ
て
各
国
独
自
の
公
序
観
念
に
基
づ
く
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
国
の
公
序
観
念
に
基
づ
き
外
国
判
決

を
審
査
す
る
と
い
う
点
で
は
、
日
中
い
ず
れ
の
公
序
要
件
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
高
裁
判
決
は
、
か
よ
う
な
公
序
要
件
の
共
通
性

を
無
視
し
て
、
判
決
承
認
の
結
果
だ
け
を
問
題
と
す
る
。
各
国
の
公
序
観
念
は
、
様
々
で
あ
る
か
ら
、
高
裁
判
決
の
よ
う
に
、
公
序
観
念

の
違
い
に
よ
る
判
決
の
不
承
認
を
問
題
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
国
と
も
相
互
の
保
証
は
成
立
し
得
な
い
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

続
い
て
高
裁
判
決
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
の
実
施
に
関
す
る
若
干
問
題
の
意
見
」
三
一
八
条
に
は
、「
外
国
裁
判
所
が
下

し
た
法
的
効
力
が
生
じ
た
判
決
・
決
定
の
承
認
と
執
行
を
請
求
し
あ
る
い
は
申
し
立
て
た
と
き
に
、
も
し
そ
の
外
国
の
裁
判
所
の
所
在
国



八
二

と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
に
締
結
若
し
く
は
加
盟
し
た
国
際
条
約
あ
る
い
は
互
恵
の
関
係
が
な
い
場
合
に
は
、
中
国
の
法
院
は
そ
の
判

決
・
決
定
を
承
認
ま
た
は
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
規
定
が
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
規
定
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
一
九
九
二
年
七
月
一
四
日
の
「『
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
』
の
適
用
に
関
す
る
若

干
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
」
三
一
八
条
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
、「
当
事
者
が
中
華
人
民
共
和
国
の
管
轄
権
を
有
す
る
中
級
人
民
法
院

に
対
し
、
外
国
裁
判
所
が
下
し
て
法
的
効
力
を
生
じ
た
判
決
・
決
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
を
申
し
立
て
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
裁
判
所

の
所
在
地
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
が
国
際
条
約
を
締
結
し
た
り
共
同
で
加
盟
し
た
り
し
て
お
ら
ず
、
互
恵
関
係
も
な
い
と
き
は
、
当
事

者
は
、
人
民
法
院
に
対
し
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
管
轄
権
を
有
す
る
人
民
法
院
に
よ
り
判
決
が
下
さ
れ
て
、
執
行
さ
れ
る
」
と

す
る
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
意
見
三
一
八
条
は
、
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
を
前
提
と
す
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
、「
人
民
法
院
は
、
承
認
お
よ
び
執
行
の
申
請
ま

た
は
請
求
が
な
さ
れ
た
外
国
裁
判
所
の
法
律
的
効
力
の
生
じ
た
判
決
ま
た
は
決
定
に
対
し
、
中
華
人
民
共
和
国
が
締
結
も
し
く
は
加
入
し

た
国
際
条
約
に
よ
り
、
ま
た
は
互
恵
の
原
則
に
よ
り
審
査
を
し
た
後
、
中
華
人
民
共
和
国
法
の
基
本
原
則
ま
た
は
国
家
主
権
、
安
全
も
し

く
は
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
承
認
す
る
旨
の
決
定
を
し
、
執
行
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
執
行

命
令
を
発
し
、
本
法
の
関
係
規
定
に
よ
り
執
行
す
る
。
中
華
人
民
共
和
国
法
の
基
本
原
則
ま
た
は
国
家
主
権
、
安
全
も
し
く
は
社
会
公
共

の
利
益
に
反
す
る
と
き
は
、
承
認
お
よ
び
執
行
を
し
な
い
」
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
条
約
ま
た
は
互
恵
関
係
の
存
在
を
審
査
し
た

後
に
、
公
序
を
審
査
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
条
約
お
よ
び
互
恵
関
係
の
い
ず
れ
も
な
い
場
合
は
、
外
国
判
決
が
承
認
執
行
さ
れ
る
余
地
は

な
い
。
し
か
し
、
当
該
外
国
判
決
が
公
序
に
反
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
裁
判
を
や
り
直
す
、
こ
れ
が
意
見
三
一
八
条

の
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。
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外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

と
こ
ろ
が
、
高
裁
判
決
は
、
こ
の
意
見
三
一
八
条
に
つ
い
て
、「
中
華
人
民
共
和
国
が
二
国
間
の
司
法
共
助
条
約
・
協
定
が
あ
る
こ
と

を
外
国
判
決
の
承
認
と
執
行
を
認
め
る
前
提
条
件
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
す
る
解
釈
」
が
あ
る
と
し
て
、
一
九
九
四
年
六
月
二
六
日

の
最
高
人
民
法
院
回
答
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
下
級
人
民
法
院
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
こ
の
回
答
（
正
し
く
は
、
一
九
九
五
年
六
月
二
六

日
民
他
字
第
一
七
号
）
は
、
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
の
適
用
例
を
示
し
た
だ
け
で
あ
り
、
意
見
三
一
八
条
を
引
用
さ
え
し
て
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、「
わ
が
国
と
日
本
と
の
間
に
は
、
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
を
相
互
に
承
認
し
執
行
す
る
国
際
条
約
を
締
結
し
た
り
加
盟
し
た
り
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
相
応
す
る
互
恵
関
係
を
築
い
て
い
な
い
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
互
恵
関
係
が
な
い
と
し
た
理
由

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
中
間
に
判
決
の
相
互
承
認
に
関
す
る
条
約
が
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
互
恵
関
係
が
な
い
と
判
断
し
た
わ
け
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
高
裁
判
決
は
、
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
が
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら

も
、
最
高
人
民
法
院
の
意
見
三
一
八
条
お
よ
び
そ
れ
を
解
釈
し
た
と
す
る
一
九
九
五
年
六
月
二
六
日
の
回
答
に
よ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
か
な
り
強
引
な
論
法
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

最
後
に
高
裁
判
決
は
、「
他
に
、
経
済
取
引
に
関
す
る
我
が
国
の
裁
判
所
の
判
決
の
効
力
が
、
中
華
人
民
共
和
国
で
承
認
さ
れ
た
事
例

は
な
い
し
、
上
記
相
互
の
互
恵
関
係
を
認
め
る
有
権
解
釈
が
さ
れ
た
事
実
も
な
い
」
と
い
う
。
こ
こ
に
至
り
、
高
裁
判
決
は
、
最
高
裁
判

例
の
よ
う
な
承
認
要
件
の
比
較
で
は
な
く
前
例
の
有
無
に
よ
り
、
相
互
の
保
証
を
判
断
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
す
る
。
し
か
し
、
承
認
要
件

の
比
較
は
、
前
例
の
有
無
と
明
確
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
判
決
国
の
承
認
要
件
が
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八

条
と
実
質
的
に
同
等
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
わ
が
国
の
判
決
が
不
承
認
と
な
る
場
合
も
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
公
序
要
件
は
、
前
述
の
と
お
り
、
各
国
独
自
の
公
序
観
念
に
基
づ
く
か
ら
、
わ
が
国
の
判
決
が
公
序
違
反
と
し
て
不
承
認
と
な
る
場
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合
で
あ
っ
て
も
、
独
自
の
公
序
観
念
に
基
づ
く
外
国
判
決
の
審
査
自
体
は
共
通
で
あ
る
と
し
て
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
管
轄
要
件
も
、
各
国
独
自
の
国
際
的
裁
判
管
轄
の
ル
ー
ル
に
よ
る
が
、
た
と
え
ば
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
三
条
の
三
第
三
号
の

よ
う
な
財
産
所
在
地
管
轄
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
、
一
般
に
過
剰
管
轄
と
さ
れ
、
こ
れ
を
認
め
な
い
国
が
多
い（

（（
（

。
そ
の
結
果
、
わ
が
国
の
判

決
が
専
ら
財
産
所
在
地
管
轄
に
基
づ
い
て
お
り
、
他
に
管
轄
原
因
（
被
告
の
住
所
な
ど
）
が
な
い
場
合
は
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て

承
認
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
間
接
管
轄
の
審
査
と
い
う
承
認
要
件
自
体
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
と
日
本
と
の
間
で
共
通
で
あ
る
か
ら（

（（
（

、

個
々
の
管
轄
規
則
が
異
な
る
た
め
、
わ
が
国
の
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
た
と
し
て
も
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
送
達
要
件
が
あ
る
。
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
二
号
と
同
様
に
、
公
示
送
達
に
基
づ
く
訴
訟
の
判
決
は
、
お
そ
ら
く
い

か
な
る
国
に
お
い
て
も
、
承
認
要
件
を
満
た
さ
な
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
公
示
送
達
自
体
は
、
も
と
よ
り
被
告
の
行
方
不
明
な
ど
、
通
常
の
送
達

方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
最
後
の
手
段
と
し
て
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が（

（（
（

、
現
実
に
被
告
が
訴
訟
の
開
始
を
知
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
防
御
の
機
会
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
判
決
は
、
当
該
判
決
国
の
領
域
外
に
お
け
る
効
力
を
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

公
示
送
達
に
よ
っ
た
日
本
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
相
互
の
保
証
を
否
定
す
る
解
釈
は
あ
り
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
公
示
送
達
に
よ
っ
た
訴
訟
の
外
国
判
決
は
承
認
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
相
互
の
保
証
要
件
自
体
が
判
決
の
承
認
拒
否
の
結
果
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
昭
和
五
八
年
最
判
に
お
い
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
決
国
が
わ
が
国
の
最
高
裁
判
例
と
同
様
に
承
認
要
件
を
緩
や
か
に
比
較
し
、
実
質
的
に
同
等
で
あ
れ
ば

足
り
る
と
し
て
い
て
も
、
た
と
え
ば
判
決
国
が
公
序
お
よ
び
相
互
の
保
証
の
み
を
承
認
要
件
と
す
る
場
合
は
、
明
ら
か
に
わ
が
国
の
承
認

要
件
が
厳
格
で
あ
る
と
し
て
、
相
互
の
保
証
を
否
定
す
る
可
能
性
は
否
め
な
い（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
相
互
の
保
証
と
い
う
要
件
自

体
は
、
共
通
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
か
ら
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
承
認
要
件
の
緩
や
か
な
国
の
判
決
の
承
認
を
拒
否
す
る
理
由
は
な
い
。
こ
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外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

れ
は
、
承
認
要
件
の
比
較
と
い
う
最
高
裁
判
例
に
従
え
ば
、
論
理
的
に
導
か
れ
る
帰
結
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
は
、
承
認
要
件
の
比
較
で
は
な
く
前
例
の
有
無
に
よ
っ
て
、
相
互
の
保
証
を
判
断
す
る
点
に

お
い
て
、
最
高
裁
判
例
に
違
反
し
て
い
る
。
中
国
法
に
よ
れ
ば
、
判
決
の
相
互
承
認
に
関
す
る
条
約
が
な
い
場
合
に
も
、
相
互
の
保
証
を

肯
定
す
る
余
地
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
が
一
九
九
五
年
六
月
二
六
日
の
回
答
を
「
有
権
解
釈
」
と
す
る
の
は
、
中
国
に
お
い
て
、
最
高
人
民
法

院
の
司
法
解
釈
が
法
源
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
司
法
解
釈
と
言
わ
れ
る
の
は
、「
解
釈
」（
特

定
の
法
律
、
事
件
類
型
、
問
題
に
つ
い
て
の
法
運
用
に
つ
い
て
解
釈
を
示
し
た
も
の
）、「
規
定
」（
立
法
の
精
神
に
基
づ
き
一
般
的
に
規
則
、
意
見
を
制

定
す
る
も
の
）、「
批
復
」（
高
級
人
民
法
院
、
軍
事
法
院
か
ら
の
照
会
に
対
す
る
回
答
）、「
決
定
」（
司
法
解
釈
を
改
正
、
廃
止
す
る
際
に
用
い
る
形
式
）

の
四
種
類
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
解
釈
」
お
よ
び
「
規
定
」
は
、
具
体
的
な
事
件
を
離
れ
て
抽
象
的
に
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る

が
、「
批
復
」
は
、
具
体
的
な
事
件
を
処
理
す
る
過
程
で
生
じ
た
法
律
上
の
疑
義
に
つ
い
て
、
下
級
人
民
法
院
か
ら
上
級
の
人
民
法
院
に

順
次
照
会
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
高
級
人
民
法
院
に
対
し
下
さ
れ
る
解
釈
で
あ
る
と
さ
れ
る（

（（
（

。
本
件
の
場
合
も
、
一
九
九
五

年
六
月
二
六
日
の
回
答
は
、「
批
復
」
で
あ
り
、
当
該
事
件
に
お
い
て
下
級
審
を
拘
束
す
る
効
力
を
有
す
る
と
は
い
え
、
今
後
も
同
じ
判

断
が
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
（
後
述
四
参
照
）。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
当
該
事
件
に
お
け
る
中
国
の
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
の
適
用
例
に

す
ぎ
な
い
。

（
四
）　

平
成
二
七
年
東
京
高
判

と
こ
ろ
が
、
再
び
中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
す
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
平
成
二
七
年
東
京
高
判
で
あ
る
。
事
案
は
、
日
本
の
出
版
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社
お
よ
び
日
本
人
著
者
が
出
版
し
た
著
作
物
に
よ
り
、
南
京
事
件
の
偽
の
被
害
者
と
さ
れ
た
中
国
人
女
が
、
そ
の
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
と

し
て
、
中
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
慰
謝
料
と
し
て
八
〇
万
人
民
元
（
提
訴
時
の
為
替
相
場
に
よ
れ
ば
、
約
一
〇
〇
〇
万
円
）

の
支
払
を
命
じ
る
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
中
国
判
決
の
執
行
判
決
を
求
め
た
事
件
で
あ
る（

（（
（

。
第
一
審
の
東
京
地
判
平
成
二
七
年
三

月
二
〇
日
（
判
タ
一
四
二
二
号
三
四
八
頁
）
お
よ
び
控
訴
審
の
平
成
二
七
年
東
京
高
判
は
、
い
ず
れ
も
中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
、

請
求
を
棄
却
し
た
が
、
以
下
で
は
、
高
裁
の
判
決
理
由
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
高
裁
判
決
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
に
い
う
相
互
の
保
証
に
つ
い
て
、「
当
該
判
決
等
を
し
た
外
国
裁
判
所
の
属
す
る
国

に
お
い
て
、
我
が
国
の
裁
判
所
が
し
た
こ
れ
と
同
種
類
の
判
決
等
が
同
条
各
号
所
定
の
条
件
と
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
条
件
の
下
に
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
」
と
し
て
、
昭
和
五
八
年
最
判
お
よ
び
平
成
一
〇
年
最
判
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
中
華

人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
二
八
二
条
に
つ
い
て（

（（
（

、「
判
決
国
が
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
で
判
決
の
承
認
に
関
す
る
条
約
を
締
結
し
て
い

る
か
、
中
華
人
民
共
和
国
と
と
も
に
そ
の
よ
う
な
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
判
決
国
と
の
関
係
で
は
、

互
恵
の
原
則
に
よ
る
審
査
に
お
い
て
同
原
則
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
要
件
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ

も
民
訴
法
一
一
八
条
に
は
な
い
要
件
で
あ
る
か
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
及
び
民
訴
法
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
外
国
判
決
の
承
認

の
条
件
が
『
異
な
ら
な
い
』
と
い
え
な
い
こ
と
は
、
そ
の
文
理
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
」
と
す
る
。

こ
れ
は
、
中
国
の
法
律
が
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
と
全
く
同
じ
文
言
で
承
認
要
件
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
明
ら
か
に
最
高
裁
判
例
に
反
す
る
。
最
高
裁
判
例
は
、「
重
要
な
点
で
」
異
な
ら
な
い
こ
と
を
求
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対

し
、
高
裁
判
決
は
、
意
図
的
に
「
重
要
な
点
で
」
異
な
ら
な
い
か
否
か
と
い
う
判
断
を
回
避
し
て
い
る
。
前
述
二
の
と
お
り
、
わ
が
国
の

明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
五
一
五
条
二
項
五
号
は
、
外
国
判
決
の
執
行
判
決
請
求
訴
訟
を
却
下
す
べ
き
場
合
の
一
つ
と
し
て
、「
國
際
條
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七

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

約
ニ
於
テ
相
互
ヲ
保
セ
サ
ル
ト
キ
」
を
規
定
し
て
い
た
が
、
大
正
一
五
年
改
正
法
二
〇
〇
条
四
号
は
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
の
一
つ
と

し
て
「
相
互
ノ
保
證
ア
ル
コ
ト
」
を
掲
げ
、
現
行
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
中
い
ず
れ
の
法
も
、

判
決
の
相
互
承
認
に
関
す
る
条
約
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
が
、
か
よ
う
な
条
約
が
な
く
て
も
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
る
余
地
が
あ
る

点
で
は
、
実
質
的
に
同
等
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
形
式
的
な
文
言
の
違
い
に
拘
泥
す
る
高
裁
判
決
が
最
高
裁
判
例
に
違
反
し
て
い
る
こ

と
は
、
明
ら
か
で
あ
る（

（（
（

。

つ
ぎ
に
高
裁
判
決
は
、
中
国
に
お
い
て
互
恵
関
係
に
よ
り
外
国
判
決
を
承
認
し
た
例
が
こ
れ
ま
で
一
件
も
な
い
こ
と
（
後
述
四
の
と
お

り
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
）、
わ
が
国
と
の
相
互
の
保
証
を
否
定
し
た
最
高
人
民
法
院
の
回
答
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
回
答
が
下
級
人
民
法
院

を
拘
束
す
る
こ
と
を
挙
げ
、「
日
本
と
の
間
に
は
互
恵
関
係
が
存
在
し
な
い
と
の
理
由
の
み
を
も
っ
て
、
日
本
の
裁
判
所
の
し
た
判
決
を

承
認
し
な
い
扱
い
が
確
定
し
て
い
る
」
と
い
う
。
か
よ
う
な
承
認
要
件
の
比
較
と
前
例
の
有
無
の
す
り
替
え
お
よ
び
最
高
人
民
法
院
の
回

答
に
関
す
る
理
解
の
誤
り
は
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
と
同
様
で
あ
り
、
最
高
裁
判
例
に
反
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
少

な
く
と
も
日
本
の
判
決
を
承
認
し
な
い
扱
い
が
「
確
定
し
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
言
い
過
ぎ
で
あ
る
。

さ
ら
に
高
裁
判
決
は
、
中
国
に
お
い
て
日
本
と
の
相
互
の
保
証
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
中
華
人
民
共
和
国
の
裁
判
所

が
し
た
判
決
が
日
本
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
実
例
が
な
い
こ
と
に
尽
き
る
と
い
う
確
た
る
認
定
判
断
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
中

華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
が
要
求
す
る
互
恵
の
原
則
に
よ
る
審
査
と
は
、
…
…
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
裁
量
的
に
承
認
の
可
否

を
判
断
す
る
余
地
を
留
保
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
相
互
の
保
証
を
否
定
す
る
根
拠
が
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
外
国
の
司
法
判
断
が
裁
量
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
偏
見
に
よ
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

最
後
に
、
高
裁
判
決
は
、
再
び
昭
和
五
八
年
最
判
お
よ
び
平
成
一
〇
年
最
判
を
引
用
し
、
中
国
の
承
認
要
件
が
「
重
要
な
点
で
異
な
ら
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な
い
」
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
る
が
、
そ
も
そ
も
高
裁
の
判
決
理
由
は
、
形
式
的
な
条
文
の
相
違
や
強
引
な
論
法
に

よ
る
だ
け
で
あ
り
、
相
違
が
重
要
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
回
避
し
て
い
る
か
ら
、
最
高
裁
判
例
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

平
成
二
七
年
東
京
高
判
は
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
と
異
な
る
理
由
を
示
そ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
全
く
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。

四　

両
す
く
み
状
態
の
回
避

以
上
の
と
お
り
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
お
よ
び
平
成
二
七
年
東
京
高
判
に
よ
り
、
わ
が
国
は
、
中
国
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
、
中
国

の
側
で
も
、
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
例
し
か
見
当
た
ら
な
い
か
ら（

（（
（

、
ま
さ
に
昭
和
五
八
年
最
判
が
避
け
よ
う
と
し

た
両
す
く
み
状
態
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
と
ド
イ
ツ
の
間
で
は
、
か
よ
う
な
両
す
く
み
状
態
を
回
避
す
る
こ
と
に
成

功
し
た（

（（
（

。

ま
ず
当
初
は
、
一
九
九
六
年
の
上
海
市
中
級
人
民
法
院
決
定
お
よ
び
二
〇
〇
二
年
の
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
決
定
に
よ
り
、
互
恵

関
係
の
存
在
が
証
明
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
六
年
五
月
一
八
日
の
ベ

ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
決
定
は
、
中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
、
中
国
判
決
を
承
認
し
た（

（（
（

。
事
案
は
、
上
海
に
お
い
て
下
さ
れ
た

仲
裁
判
断
の
執
行
申
立
事
件
で
あ
る
が
、
仲
裁
条
項
を
無
効
と
判
断
し
た
中
国
判
決
を
理
由
と
し
て
、
相
手
方
が
申
立
て
の
却
下
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
て
、
こ
の
抗
弁
を
認
め
た
。

本
法
廷
は
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
日
の
無
錫
市
人
民
法
院
の
確
定
判
決
に
よ
り
、
仲
裁
合
意
条
項
が
無
効
で
あ
っ
た
と
認
定
す
る
。
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外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

こ
の
判
決
は
、
民
事
訴
訟
法
三
二
八
条
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
三
二
八
条
一
項
一
号
か
ら
三
号
ま
で
の
拒

否
事
由
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
詳
し
い
説
明
を
要
し
な
い
。
さ
ら
に
、
相
互
の
保
証
が
な
い
と
考
え
る
わ
け
に
も
い
か
な

い
（
民
事
訴
訟
法
三
二
八
条
一
項
五
号
）。
判
決
の
相
互
承
認
に
関
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
の
条
約
が
な
い

以
上
、
事
実
上
の
取
扱
い
（tatsächliche H

andhabung

）
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
よ
う
な
場
合
に
、
一
方
は
、
他
方
が
追
随
し
な

い
う
ち
に
、
先
に
承
認
を
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
ら
、
立
法
者
の
意
図
に
反
し
て
、
相
互
承
認
は
実
際
上
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
際
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
な
く
、
相
互
承
認
の
発
展
を
妨
げ
な
い
た
め
に
は
、
他
方
が
追
随
す
る
と
期

待
で
き
る
か
否
か
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
と
の
関
係
で
は
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
論
は
、
前
例
が
な
い

と
い
う
が
、
承
認
を
拒
否
し
た
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
承
認
の
両
す
く
み
（gegenseitige 

Blockierung

）
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
中
国
判
決
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
判
決
も
中
国
で
承
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
予
測
で
き
る
だ
け
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
さ
ら
に
実
際
上
、
関
連
文
献
が
こ
れ
に
否
定
的
な
中
国
判

決
を
見
逃
し
て
い
る
と
示
す
も
の
は
何
も
な
い
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
法
上
の
公
序
条
項
は
、
民
事
訴
訟

法
三
二
八
条
一
項
（
と
く
に
四
号
）
に
対
応
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
相
互
の
保
証
に
対
す
る
疑
い
は
、
理
由
が
な
い
と
思
わ
れ
る
…
…
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
七
条
二
項
前
段
は
、「
本
案
判
決
を
外
国
で
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
相
互
の
保
証
が
な

い
場
合
」
は
、
動
産
の
仮
差
押
命
令
に
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
み
な
す
が（

（（
（

、
こ
れ
に
関
連
し
て
中
国
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た

二
〇
〇
七
年
三
月
二
二
日
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
決
定
が
あ
る（

（（
（

。
そ
の
決
定
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



九
〇

民
事
訴
訟
法
九
一
七
条
二
項
に
い
う
相
互
の
保
証
の
肯
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て
も
却
下
さ
れ
る
。
当
該
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
判
決

の
承
認
執
行
は
、
本
件
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
が
、
同
種
の
事
件
に
つ
い
て
、
民
事

訴
訟
法
三
二
八
条
の
要
件
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
ド
イ
ツ
に
お
け
る
中
国
判
決
の
承
認
執
行
よ
り
も
実
質
的
に
大
き
な
困
難
を
生
じ

な
い
場
合
は
、
相
互
の
保
証
が
肯
定
さ
れ
る
…
…
。
本
件
の
よ
う
に
、
該
当
す
る
司
法
共
助
条
約
が
な
い
場
合
は
、
実
際
上
の
取
扱
い

（praktische H
andhabung

）
だ
け
が
考
慮
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
前
例
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
否
定
的
な
前
例
が

知
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
外
国
の
裁
判
所
は
、
成
文
法
上
規
定
さ
れ
た
承
認
要
件
を
実
際
上
も
実
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
…
…
。

そ
れ
は
、
中
華
人
民
共
和
国
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
た
例
が
な
い
こ
と
、
お
よ
び
ド
イ
ツ
判

決
が
〔
中
国
の
〕
民
事
訴
訟
法
二
六
八
条
の
そ
の
他
の
要
件
も
通
常
満
た
し
て
い
る
と
い
う
地
方
裁
判
所
の
認
定
…
…
が
不
服
申
立
て

に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
て
よ
い
こ
と
を
意
味
す
る
…
…
。
さ
ら
に
、〔
中
国
の
〕
民

事
訴
訟
法
二
六
八
条
に
関
す
る
注
釈
書
に
お
い
て
も
、主
と
し
て
否
定
例
が
な
い
こ
と
か
ら
相
互
の
保
証
を
導
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
執
行
要
件
と
し
て
、
積
極
的
に
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
結
論
が
導
か
れ
る
…
…
。
す
な
わ
ち
、
申
立
人

自
身
が
連
邦
国
際
経
済
庁
の
情
報
…
…
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
二
件
の
中
国
判
決
が
執
行
さ
れ
た
例
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
相
互
の
保
証
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
認
識
が
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
決
定
は
、
た
し
か
に
一
九
九
六
年
お
よ
び
二
〇
〇
二
年
に
中
国
の
裁
判
所
が
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
例
を
見
落
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
が
い
う
よ
う
に
、
承
認
の
両
す
く
み
（gegenseitige Blockierung

）
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
が
中
国
判
決
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
判
決
も
中
国
で
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
予
測
で
き
る
だ



九
一

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

け
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
に
中
国
で
は
、
そ
の
後
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
を
理
由
と
し
て
、
ド
イ
ツ
と

の
相
互
の
保
証
が
肯
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
の
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
決
定
は
、
結
果
的
に
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
が
、
そ
れ
は
、

互
恵
関
係
の
不
存
在
で
は
な
く
別
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
（
ド
イ
ツ
法
人
）
は
、
中
国
判
決
を
承
認
執
行

し
た
二
〇
〇
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
の
決
定
書
を
提
出
し
、
中
国
と
ド
イ
ツ
の
間
に
は
、
互
恵
関
係
が
あ
る
と
主
張
し
た
と

こ
ろ
、
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
は
、
互
恵
関
係
の
有
無
に
は
言
及
せ
ず
、
代
わ
り
に
ド
イ
ツ
と
中
国
の
双
方
が
加
盟
す
る
ハ
ー
グ
送

達
条
約
（
民
事
又
は
商
事
に
関
す
る
裁
判
上
及
び
裁
判
外
の
文
書
の
外
国
に
お
け
る
送
達
及
び
告
知
に
関
す
る
条
約
）
を
援
用
し
、
ド
イ
ツ
判
決
が

中
国
へ
の
直
接
郵
便
送
達
に
基
づ
く
こ
と
、
お
よ
び
中
国
が
直
接
郵
便
送
達
に
つ
い
て
拒
否
宣
言
を
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ド

イ
ツ
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た（

（（
（

。

こ
の
決
定
が
互
恵
関
係
に
言
及
せ
ず
、
送
達
の
み
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
暗
黙
に
ド
イ
ツ
と
の
互
恵
関
係
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る（

（（
（

。
な
ぜ
な
ら
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
に
関
す
る
中
国
の
民
事
訴
訟
法
二
六
六
条
に
よ
れ
ば（

（（
（

、
前
述
の
と
お
り
、
ま
ず
互
恵

関
係
が
審
査
さ
れ
、
こ
れ
が
肯
定
さ
れ
た
場
合
に
、
次
の
段
階
と
し
て
、
公
序
違
反
が
審
査
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の

北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
決
定
は
、
互
恵
関
係
を
肯
定
し
た
か
ら
こ
そ
、
広
い
意
味
の
公
序
の
一
環
と
し
て
、
送
達
を
審
査
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る（

（（
（

。
ま
た
判
決
国
の
国
際
的
裁
判
管
轄
（
間
接
管
轄
）
も
、
黙
示
的
な
要
件
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が（

（（
（

、
か
よ
う
な
管
轄

要
件
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ド
イ
ツ
や
わ
が
国
と
異
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
つ
い
に
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
六
日
の
武
漢
市
中
級
人
民
法
院
決
定
は
、
二
〇
〇
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
決
定

を
考
慮
し
て
、
ド
イ
ツ
の
破
産
宣
告
を
承
認
し
た（

（（
（

。
事
案
は
、
ド
イ
ツ
の
破
産
管
財
人
が
自
ら
を
任
命
し
、
そ
の
権
限
を
定
め
た
ド
イ
ツ



九
二

の
破
産
宣
告
の
承
認
を
求
め
る
申
立
て
を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
申
立
て
に
対
し
、
武
漢
市
中
級
人
民
法
院
は
、
ド
イ
ツ
の
破

産
宣
告
が
「
中
華
人
民
共
和
国
法
の
基
本
原
則
、
国
家
主
権
、
安
全
お
よ
び
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
な
い
」
こ
と
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン

の
裁
判
所
が
中
国
判
決
を
承
認
し
た
こ
と
か
ら
、
互
恵
原
則
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
の
破
産
宣
告
を
承
認
す
る
と
し
た（

（（
（

。

二
〇
〇
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
決
定
は
、
ド
イ
ツ
が
先
に
中
国
判
決
を
承
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
も
ま
た
ド
イ
ツ
判

決
を
承
認
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
仮
に
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
を
拒
否
し

た
中
国
判
決
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
変
更
す
る
途
が
あ
る
こ
と
も
知
れ
ば
、
同
じ
結
論
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

ド
イ
ツ
と
中
国
の
間
で
は
、
少
な
く
と
も
現
在
は
、
相
互
の
保
証
が
い
ず
れ
に
お
い
て
も
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン

上
級
地
方
裁
判
所
決
定
（
お
よ
び
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
上
級
地
方
裁
判
所
決
定
）
は
、
結
果
的
に
両
国
の
渉
外
的
生
活
関
係
の
安
定
に
寄
与
し

た
こ
と
に
な
る
。

わ
が
国
お
よ
び
ド
イ
ツ
以
外
に
相
互
の
保
証
要
件
を
課
す
国
と
し
て
は
、
韓
国
が
あ
る
が
、
韓
国
の
裁
判
所
も
、
中
国
と
の
相
互
の
保

証
を
肯
定
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
相
互
の
保
証
要
件
を
課
し
て
い
な
い
が
、
中
国
判
決
を
承
認
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
判
決（

（（
（

、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
判
決
な
ど
が
あ
る（

（（
（

。
ド
イ
ツ
の
例
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
国
（
州
）
の
判
決
に
つ
い
て
も
、
中
国
判
決
が
承
認
さ
れ
た
前
例
を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
の
裁
判
所
が
互
恵
関
係
を
肯
定
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
場

合
も
、
平
成
一
五
年
大
阪
高
判
お
よ
び
平
成
二
七
年
東
京
高
判
を
変
更
す
る
判
例
が
出
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
の
側
も
、
最
高
人
民
法
院

の
回
答
を
変
更
し
、
互
恵
関
係
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
ド
イ
ツ
判
決
が
中
国
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
拘
泥
し
て
お
り
、
承
認
要
件
の

比
較
に
よ
る
昭
和
五
八
年
最
判
と
は
大
き
く
異
な
る
。
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
の
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
決
定



九
三

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

は
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
な
が
ら
も
、
送
達
を
理
由
と
し
て
、
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
が
、
か
よ
う
な
送
達
要
件
の
審
査
は
、

ド
イ
ツ
（
お
よ
び
日
本
）
と
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
管
轄
要
件
や
公
序
要
件
も
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
。
一
方
、
相
互
の
保
証
は
、

中
国
で
は
、
現
に
中
国
判
決
が
承
認
さ
れ
た
前
例
を
必
要
と
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
ド
イ
ツ
判
決
の
承
認
の
可
能
性
を
必
要
と
し
、
日
本
で

は
、
承
認
要
件
が
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
こ
と
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
た
し
か
に
全
く
同
じ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
昭
和

五
八
年
最
判
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
相
違
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
く
、
相
互
承
認
の
条
約
や
実
質
的
再
審
査
の
よ
う
に
、
明
ら

か
に
厳
格
な
要
件
を
課
し
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
相
互
の
保
証
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
た
「
最
高
人
民
法
院
の
『
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
』
の
適
用
に
関
す
る
解

釈
」（
同
年
二
月
四
日
施
行
）
五
四
四
条
は
、
一
九
九
二
年
の
意
見
三
一
八
条
と
同
様
に
、
互
恵
関
係
が
な
い
場
合
は
、
外
国
判
決
の
承
認

執
行
の
申
立
て
を
却
下
す
る
一
方
で
、
改
め
て
人
民
法
院
に
本
案
に
関
す
る
訴
え
を
提
起
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
だ
け
で
あ

る
が（

（（
（

、
二
〇
一
五
年
六
月
一
六
日
に
公
布
施
行
さ
れ
た
「
人
民
法
院
が
『
一
帯
一
路
』
建
設
の
た
め
に
司
法
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
保
障
を
提

供
す
る
こ
と
に
関
す
る
最
高
人
民
法
院
の
若
干
の
意
見
」
第
六
項
は
、
各
国
と
の
間
で
相
互
の
判
決
承
認
執
行
な
ど
の
司
法
共
助
全
般
を

促
進
し
、
条
約
が
な
い
場
合
も
、
相
手
国
が
互
恵
関
係
を
成
立
さ
せ
る
意
向
で
あ
る
と
き
は
、
中
国
の
裁
判
所
が
率
先
し
て
司
法
共
助
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
互
恵
関
係
を
積
極
的
に
促
進
す
る
旨
を
定
め
て
い
る（

（（
（

。
わ
が
国
が
「
一
帯
一
路
」
建
設
の
対
象
に
含
ま
れ
な
い

と
し
て
も
、
か
よ
う
な
互
恵
関
係
の
促
進
に
前
向
き
の
姿
勢
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。



九
四

五　

外
国
判
決
承
認
の
意
義

わ
が
国
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
立
法
経
緯
や
判
例
の
動
向
を
み
れ
ば
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、
昭
和
八
年
大
判
を
変
更
し
た
こ

と
よ
り
も
、
む
し
ろ
外
国
判
決
承
認
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
点
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
八
年
大
判
も
、
前
述

の
と
お
り
、
そ
の
結
論
を
み
れ
ば
、
厳
密
に
外
国
の
承
認
要
件
が
わ
が
国
の
承
認
要
件
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で

は
な
く
、
昭
和
五
八
年
最
判
と
同
様
に
、
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
け
れ
ば
構
わ
な
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。昭

和
八
年
大
判
は
、
外
国
判
決
承
認
の
意
義
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
八
年
最
判
は
、「
同
一
当
事
者
間
に
矛
盾
す

る
判
決
が
出
現
す
る
の
を
防
止
し
、
か
つ
、
訴
訟
経
済
及
び
権
利
の
救
済
を
図
る
」
と
い
う
渉
外
的
生
活
関
係
の
安
定
に
外
国
判
決
承
認

の
意
義
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
む
し
ろ
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

昭
和
五
八
年
最
判
に
よ
っ
て
も
、
実
質
的
再
審
査
を
す
る
国
の
判
決
は
、
相
互
の
保
証
を
欠
く
た
め
、
承
認
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
渉
外
的
生
活
関
係
の
安
定
は
、
判
決
の
承
認
執
行
を
求
め
る
私
人
の
た
め
で
あ
る
と
こ
ろ
、
私
人
の
力
に
よ
っ
て
、
判
決
国
の
実
質

的
再
審
査
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
ス
イ
ス
が
一
九
八
七
年
の
連
邦
国
際
私
法
に
よ
り
、
相
互
の
保
証
要
件
を
廃
止
し
た
経
緯
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
要
件
は
、
か
つ
て
は
各
カ
ン
ト
ン
の
民
事
訴
訟
法
に
規
定
さ
れ
、
大
部
分
の
カ
ン
ト
ン
は
、

相
互
の
保
証
を
要
件
と
し
て
い
た（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
八
七
年
の
ス
イ
ス
連
邦
国
際
私
法
は
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
を
ス
イ
ス
全



九
五

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

土
に
お
い
て
統
一
的
に
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
一
号
な
い
し
三
号
に
相
当
す
る
要
件
を
掲
げ
る
一
方

で
（
二
五
条
、
二
七
条
）（

（（
（

、
相
互
の
保
証
要
件
を
規
定
し
て
い
な
い（

（（
（

。

草
案
段
階
で
出
版
さ
れ
た
ケ
ラ
ー
（M

ax K
eller

）
お
よ
び
ジ
ー
ア
（K

urt Siehr

）
の
共
著
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
と
お
り
説
明
す
る（

（（
（

。

多
数
の
カ
ン
ト
ン
の
民
事
訴
訟
法
は
、
様
々
な
形
で
外
国
判
決
の
承
認
に
つ
い
て
、
当
該
外
国
と
の
間
に
相
互
の
保
証
が
あ
る
こ

と
を
要
件
と
す
る
。
そ
れ
は
、
絶
対
的
要
件
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、「
相
互
の
保
証
を
欠
く
こ
と
を
認
定
し
た
場
合
は
、
執
行
を

…
…
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
」（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
民
事
訴
訟
法
三
〇
二
条
一
項
後
段
）
と
規
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

連
邦
国
際
私
法
草
案
は
、
か
か
る
承
認
要
件
を
掲
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
正
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
要
件
は
、
も
は
や
時
代

遅
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
判
決
債
権
者
が
状
況
を
改
善
す
る
権
限
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
を
国
家
の
怠
慢
の

た
め
に
犠
牲
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
こ
の
障
害
は
、
外
国
に
お
い
て
勝
訴
し
、
内
国
に
お
い
て
勝
訴
判
決
の
承

認
を
求
め
る
自
国
民
に
も
関
わ
り
得
る
。
ま
た
、
相
互
の
保
証
を
あ
く
ま
で
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
の
国
が
ま
ず
折
れ
て
、
正

常
な
二
国
間
法
律
交
通
の
途
を
開
く
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
最
後
に
、
い
ず
れ
の
国
と
相
互
の
保
証
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、

行
政
の
側
が
こ
れ
を
公
式
に
定
め
て
い
な
い
限
り
、
相
互
の
保
証
の
有
無
お
よ
び
範
囲
を
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

問
題
点
は
、
す
べ
て
こ
の
古
典
的
な
承
認
要
件
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
。

比
較
的
最
近
に
出
版
さ
れ
た
ブ
ー
ハ
ー
（A

ndreas Bucher

）
の
編
著
も
、
次
の
と
お
り
述
べ
る（

（（
（

。



九
六

連
邦
国
際
私
法
は
、
か
つ
て
極
め
て
多
数
の
カ
ン
ト
ン
が
採
用
し
て
い
た
相
互
主
義
に
基
づ
く
広
い
留
保
を
廃
止
し
た
。
こ
の
留
保

は
、
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
つ
い
て
、
判
決
国
が
ス
イ
ス
で
下
さ
れ
た
判
決
を
同
じ
条
件
で
承
認
す
る
用
意
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
る

こ
と
を
条
件
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
外
国
判
決
の
承
認
執
行
を
優
遇
す
る
代
わ
り
に
、
他
国
か
ら
も
同
じ
優
遇
措
置
を
受

け
た
い
と
い
う
二
国
間
の
司
法
政
策
上
の
目
的
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
外
国
判
決
を
援
用
す
る
だ
け
で
、

ス
イ
ス
判
決
の
外
国
に
お
け
る
承
認
執
行
の
可
否
と
何
の
関
わ
り
も
な
い
当
事
者
の
利
益
を
全
く
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

連
邦
国
際
私
法
は
、
個
々
の
事
案
に
お
け
る
正
義
の
実
現
へ
の
配
慮
を
優
先
し
た
。
そ
れ
は
、
ス
イ
ス
で
下
さ
れ
た
判
決
の
執
行
に
つ

い
て
、
判
決
国
が
と
っ
た
対
応
の
違
い
に
よ
り
、
個
々
の
当
事
者
間
に
不
公
平
な
取
扱
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
…
…
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
外
国
判
決
の
承
認
が
恩
恵
に
よ
る
も
の
（
優
遇
措
置
）
で
あ
っ
た
時
代
の
産
物
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
国
際
私
法
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
は
、
個
人
の
権
利
の
救
済
や
平
等
の
実
現
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
に

は
、
昭
和
五
八
年
最
判
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

昭
和
五
八
年
最
判
は
、
前
述
の
と
お
り
、「
同
一
当
事
者
間
に
矛
盾
す
る
判
決
が
出
現
す
る
の
を
防
止
し
、
か
つ
、
訴
訟
経
済
及
び
権

利
の
救
済
を
図
る
」
と
い
う
渉
外
的
生
活
関
係
の
安
定
に
外
国
判
決
承
認
の
意
義
を
求
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
二
七
年
東
京
高
判

の
事
案
の
よ
う
に
、
外
国
に
住
所
を
有
す
る
者
の
名
誉
を
毀
損
す
る
著
作
物
が
わ
が
国
に
お
い
て
出
版
さ
れ
、
被
害
者
の
住
所
地
国
に
お

い
て
下
さ
れ
た
判
決
の
承
認
執
行
が
求
め
ら
れ
た
事
案
を
例
に
と
っ
て
、
こ
れ
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
外
国
判
決
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
は
、
同
一
当
事
者
間
に
矛
盾
す
る
判
決
が
出
現
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
不
法

行
為
責
任
を
認
め
る
判
決
が
外
国
に
お
い
て
下
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
わ
が
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
、
わ
が
国
に



九
七

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

お
い
て
は
、
か
か
る
不
法
行
為
債
務
の
不
存
在
を
確
認
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
国
で
は
、
権
利
義
務

の
存
在
が
肯
定
さ
れ
、
別
の
国
で
は
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
、
と
い
う
跛
行
的
法
律
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
七

年
東
京
高
判
の
事
案
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
本
案
の
審
理
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
不
法
行
為
の
成
立
（
名
誉
毀
損
）
が
認
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

第
二
に
、
内
外
に
矛
盾
す
る
判
決
が
生
じ
な
い
場
合
も
、
訴
訟
経
済
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
判
決
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
、
名
誉
毀
損
の
被
害
者
は
、
改
め
て
わ
が
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
す
で
に
外
国
の
裁
判
所
が
審
理
を

尽
く
し
た
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
裁
判
所
が
審
理
を
や
り
直
す
こ
と
は
、
訴
訟
経
済
に
反
す
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
二
七
年

東
京
高
判
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
改
め
て
不
法
行
為
の
成
立
を
審
理
し
て
も
、
同
じ
結
論
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
国
判

決
を
承
認
し
な
い
以
上
は
、
か
よ
う
な
重
複
審
査
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
平
成
二
七
年
東
京
高
判
の
事
案
の
よ
う
に
、
消
滅
時
効
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
改
め
て
わ
が
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
外
国
判
決
の
承
認
拒
否
は
、
不
法
行
為
の
被
害
者
に
対
し
救
済
の
途
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
か
よ
う
な

被
害
者
が
不
法
行
為
の
結
果
発
生
地
国
に
お
い
て
訴
え
を
提
起
し
た
こ
と
自
体
は
、
国
際
的
裁
判
管
轄
の
観
点
か
ら
何
ら
非
難
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
し
か
る
に
、
加
害
者
の
財
産
が
わ
が
国
に
し
か
存
在
し
な
い
場
合
は
、
わ
が
国
が
外
国
判
決
を
承
認
執
行
し
な
け
れ

ば
、
被
害
者
は
権
利
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
平
成
二
七
年
東
京
高
判
の
事
案
で
は
、
わ
が
国
は
、
被
告
の
住
所
地
や
主
た

る
営
業
所
所
在
地
、
被
告
の
財
産
所
在
地
、
不
法
行
為
の
加
害
行
為
地
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
国
際
的
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
が
（
民

事
訴
訟
法
三
条
の
二
第
一
項
・
第
三
項
、
三
条
の
三
第
三
号
・
第
八
号
な
ど
）、
た
と
え
ば
契
約
事
件
で
は
、
外
国
の
専
属
的
裁
判
管
轄
合
意
に

よ
り
、
わ
が
国
が
国
際
的
裁
判
管
轄
を
有
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
（
民
事
訴
訟
法
三
条
の
七
第
一
項
）（

（（
（

。



九
八

外
国
判
決
の
承
認
要
件
は
、
以
上
の
よ
う
な
跛
行
的
法
律
関
係
の
回
避
、
訴
訟
経
済
お
よ
び
個
人
の
権
利
の
救
済
を
犠
牲
に
し
て
も
、

や
む
を
得
な
い
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
相
互
の
保
証
要
件
の
妥
当
性
は
、

極
め
て
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

六　

憲
法
上
の
財
産
権
の
保
障

以
上
の
相
互
の
保
証
要
件
に
対
す
る
疑
問
は
、
単
な
る
立
法
論
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
外
国
判
決
の
承
認
が
国
家
の

恩
恵
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
権
利
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
不
当
に
外
国
判
決
の
承
認
を
制
限
す
る
こ
と

は
、
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
の
侵
害
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
、
憲
法
二
九
条
は
、「
財
産
権
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
し
て
（
同
条
一
項
）、
財
産
権
の
保
障
を
規
定
し
、
と
く
に
「
財
産
権
の
内
容
は
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
や
う
に
、
法
律
で

こ
れ
を
定
め
る
」
と
す
る
（
同
条
二
項
）。
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
例
に
よ
れ
ば
、「
立
法
府
は
公
共
の
福
祉
に
適
合

す
る
限
り
財
産
権
に
つ
い
て
規
制
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
、「
財
産
権
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
規
制
が
憲
法
二
九
条
二
項
に
い
う

公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
規
制
の
目
的
、
必
要
性
、
内
容
、
そ
の
規
制
に
よ

つ
て
制
限
さ
れ
る
財
産
権
の
種
類
、
性
質
及
び
制
限
の
程
度
等
を
比
較
考
量
し
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る（

（（
（

。

外
国
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
財
産
法
上
の
請
求
権
は
、
そ
の
判
決
が
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
の
み
、
わ
が
国
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
不
当
に
制
限
す
る
こ
と
は
、
憲
法
二
九
条
二
項
に
違
反
す
る
。

す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
各
号
の
要
件
は
、
財
産
権
に
対
す
る
規
制
と
し
て
、
憲
法
二
九
条
二
項
に
い
う
公
共
の
福
祉
に
適
合



九
九

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

す
る
限
り
に
お
い
て
の
み
是
認
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
承
認
要
件
の
目
的
や
必
要
性
な
ど
を
比
較
衡
量
す
る
必
要
が
あ
る
。

相
互
の
保
証
要
件
の
目
的
自
体
が
不
合
理
で
あ
る
こ
と
は
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
に
規
定
さ
れ
た
そ
の
他
の
承
認
要
件
と
比
較
す
れ

ば
、
直
ち
に
明
ら
か
と
な
る（

（（
（

。
ま
ず
間
接
管
轄
の
要
件
（
同
条
一
号
）
は
、
当
事
者
間
の
公
平
、
裁
判
の
適
正
・
迅
速
と
い
う
わ
が
国
の

国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
理
念
か
ら
み
て
、
本
来
は
国
際
的
裁
判
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
国
に
お
け
る
訴
訟
に
対
し
、
被
告
が

応
訴
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
の
不
合
理
を
是
正
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
事
件
の
被
告
の
保
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、

合
理
性
を
有
す
る
。
ま
た
送
達
要
件
（
同
条
二
号
）
は
、
防
御
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
被
告
の
保
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、
合
理

性
を
有
す
る
。
さ
ら
に
公
序
（
同
条
三
号
）
は
、
わ
が
国
の
実
体
法
ま
た
は
手
続
法
上
の
基
本
理
念
に
反
す
る
判
決
に
服
さ
せ
る
事
態
を

回
避
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
も
当
該
事
件
の
被
告
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
当
該
事
件
の
当
事
者
間
の
公
平
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
、
極
め
て
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
平
成
二
七
年
東
京
高
判
は
、
他
の
事
件
に
関
す
る
日
本
の
判
決
が
中
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
中

国
と
の
間
に
相
互
の
保
証
が
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
他
の
事
件
に
関
す
る
日
本
の
判
決
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
国
家
の
報
復
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
他
の
事
件
に
関
す
る
日
本
判
決
の
不
承
認
に
よ
り
、
原
告
が
何
ら
か
の
利
益
を
享
受
し
た
わ
け

で
は
な
い
し
、
被
告
が
損
害
を
被
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
当
該
事
件
の
当
事
者
に
は
全
く
無
関
係
の
事
情
に
よ
り
、
そ
の
他
の
承

認
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
外
国
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
原
告
は
、
損
害
を
回
復
す
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
、
被
告
は
、
本
来

負
う
べ
き
不
法
行
為
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
よ
う
な
自
己
と
無
関
係
の
事
情
に
よ
っ
て
、
一
方
の
当
事
者
が
重
大
な
不
利
益
を

被
り
、
他
方
の
当
事
者
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
己
責
任
を
原
則
と
す
る
わ
が
国
の
法
制
度
の
基
本
理
念
に
反
す
る
。
ま
た
外
国
判
決

の
承
認
要
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
独
自
に
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
が
相
互
の
保
証
要
件
を
設
け
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
国



一
〇
〇

に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
要
件
を
変
え
さ
せ
る
と
い
う
威
嚇
効
果
が
功
を
奏
す
る
保
証
は
全
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
威
嚇
効
果

を
も
っ
て
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
以
上
の
と
お
り
、
財
産
権
に
対
す
る
規
制
と
し
て
の
相
互
の
保
証
要

件
は
、
規
制
の
目
的
自
体
が
不
合
理
で
あ
り
、
公
共
の
福
祉
に
よ
り
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。

一
方
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
と
し
て
は
、
す
で
に
間
接
管
轄
・
送
達
・
公
序
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
外
国
判
決
の
わ
が
国

に
お
け
る
効
力
は
十
分
に
審
査
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
の
保
証
要
件
と
い
う
別
の
規
制
を
加
え
る
必
要
は
な
い
。
か
か
る
不
合
理

な
規
制
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
の
は
、
外
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
請
求
権
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
渉
外
的
生
活
関
係

の
安
定
を
考
慮
す
れ
ば
、
外
国
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
請
求
権
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
不
当
に
そ
の
効
力
を
制
限
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
外
国
判
決
に
よ
り
、
わ
が
国
の
私
法
上
の
基
本
理
念
と
相
容
れ
な
い
種
類
や
性
質
の
請
求
権
が
認
容
さ
れ
た
場
合
は
、

民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
三
号
の
公
序
に
よ
る
歯
止
め
が
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
相
互
の
保
証
要
件
を
課
す
こ
と
は
、
過
剰
な
規
制
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
相
互
の
保
証
要
件
は
、
憲
法
二
九
条
二
項
に
い
う
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
も
の
と
は
言
え
ず
、
違
憲
無
効
と
解
す
る
べ
き

で
あ
る
。

七　

お
わ
り
に

わ
が
国
で
は
、
比
較
的
最
近
に
お
い
て
も
、
相
互
の
保
証
要
件
を
主
権
国
家
間
の
平
等
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
廃

止
や
緩
や
か
な
解
釈
に
反
対
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
か
よ
う
な
見
解
は
、
相
互
の
保
証
要
件
の
根
拠
を
国
際
法
上
の
相
互
主

義
に
求
め
て
い
た
戦
前
の
学
説
で
さ
え
も
、
諸
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
要
件
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
相
互
の
保
証
要



一
〇
一

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

件
を
緩
や
か
に
解
釈
し
て
き
た
こ
と
、
お
よ
び
昭
和
八
年
大
判
以
降
の
判
例
が
承
認
要
件
の
大
き
く
異
な
る
英
米
な
ど
の
諸
国
と
の
相
互

の
保
証
を
肯
定
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
解
釈
上
の
努
力
を
無
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
判
例
や
学
説
は
、
外
国
法

の
調
査
を
疎
か
に
し
て
、相
互
の
保
証
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
し
て
き
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
を
厳
格
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
の
よ
う
に
、
条
約
に
よ
る
相
互
の
保
証
を
求
め
る
か
、
ま
た
は
大
正
一
五
年
改
正
法
施
行
直
後
の
山
内
確
三
郎

の
見
解
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
外
交
交
渉
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
事
態
を
避
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
考
え
れ
ば
、
相
互
の
保
証
要
件
を
緩
や
か
に
解
釈
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
渉
外
的

生
活
関
係
の
安
定
と
い
う
外
国
判
決
承
認
の
基
本
理
念
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
判
決
国
が
明
ら
か
に
わ
が
国
よ

り
も
厳
格
な
承
認
要
件
を
定
め
て
い
た
り
、
実
質
的
再
審
査
を
し
た
り
す
る
場
合
は
、
原
告
が
こ
れ
を
改
め
さ
せ
る
権
限
を
有
し
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
承
認
要
件
（
管
轄
要
件
・
送
達
要
件
・
公
序
要
件
）
を
す
べ
て
満
た
す
判
決
の
承
認
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
原
告
の
請
求
権
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
存
在
し
な
い
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
が
、
か
よ
う
な
財
産
権
の
制
限
は
、
憲
法
上
の

疑
義
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
相
互
の
保
証
要
件
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
他
国
の
承
認
要
件
を
変
え
さ
せ
る
余

地
が
皆
無
に
等
し
く
、
む
し
ろ
両
す
く
み
状
態
を
生
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
こ
そ
、
昭
和

五
八
年
最
判
の
趣
旨
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
深
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）
平
成
二
七
年
東
京
高
判
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
に
上
告
お
よ
び
上
告
受
理
申
立
て
が
な
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
平
成
二
八
年
四
月
二
〇
日
の
決

定
に
よ
り
棄
却
お
よ
び
不
受
理
と
さ
れ
た
（
平
成
二
八
年
（
オ
）
第
三
五
〇
号
、
平
成
二
八
年
（
受
）
第
四
三
〇
号
）。
い
わ
ゆ
る
門
前
払
い
で
あ

る
。
本
稿
は
、
筆
者
が
本
件
の
原
審
か
ら
上
告
審
ま
で
に
提
出
し
た
五
通
の
意
見
書
を
整
理
し
、
大
幅
に
加
筆
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ

り
最
高
裁
の
決
定
に
は
、
承
服
し
か
ね
る
。



一
〇
二

（
2
）
本
稿
は
、
主
に
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
要
件
と
し
て
の
相
互
の
保
証
（
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
四
号
）
を
取
り
上
げ
る
も
の

で
あ
り
、
中
国
法
の
解
釈
自
体
を
扱
う
も
の
で
は
な
い
が
、
中
国
の
一
次
資
料
（
法
令
や
最
高
人
民
法
院
の
司
法
解
釈
な
ど
の
原
文
）
の
読

解
に
つ
い
て
は
、
中
国
法
を
専
門
と
す
る
宇
田
川
幸
則
教
授
（
名
古
屋
大
学
）
に
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
外
国

判
決
の
承
認
執
行
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
一
次
資
料
以
外
に
、
主
と
し
て
、W

enliang Zhang, Recognition and Enforcem
ent of 

Foreign Judgm
ents in China: A

 Call for Special A
ttention to Both the “D

ue Service Requirem
ent” and the “Principle of 

Reciprocity”, in: Chinese JIL （2013

）, 143

─174 ; W
enliang Zhang, R

ecognition and E
nforcem

ent of Foreign Judgm
ents in 

China: R
ules, Practice and Strategies, 2014

に
よ
っ
た
。
以
下
で
は
、
前
者
の
論
文
をZhang （2013

） と
し
て
引
用
し
、
後
者
の
著
書
を

Zhang （2014

） と
し
て
引
用
す
る
。

（
3
）
第
五
百
十
四
條　

外
國
裁
判
所
ノ
判
決
ニ
因
レ
ル
強
制
執
行
ハ
本
邦
ノ
裁
判
所
ニ
於
テ
執
行
判
決
ヲ
以
テ
其
適
法
ナ
ル
コ
ト
ヲ
言
渡
シ
タ
ル
ト

　
　

キ
ニ
限
リ
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

執
行
判
決
ヲ
求
ム
ル
訴
ニ
付
テ
ハ
債
務
者
ノ
普
通
裁
判
籍
ヲ
有
ス
ル
地
ノ
區
裁
判
所
又
ハ
地
方
裁
判
所
之
ヲ
管
轄
シ
又
普
通
裁
判
籍
ナ
キ
ト

キ
ハ
第
十
七
條
〔
現
行
民
事
訴
訟
法
五
条
四
号
に
相
当
・
奥
田
注
〕
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
テ
債
務
者
ニ
對
ス
ル
訴
ヲ
管
轄
ス
ル
裁
判
所
之
ヲ
管
轄

ス

（
4
）
第
五
百
十
五
條　

執
行
判
決
ハ
裁
判
ノ
當
否
ヲ
調
査
セ
ス
シ
テ
之
ヲ
為
ス
可
シ

　

執
行
判
決
ヲ
求
ム
ル
訴
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
却
下
ス
可
シ

　
　

第
一　

外
國
裁
判
所
ノ
判
決
ノ
確
定
ト
為
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
證
明
セ
サ
ル
ト
キ

　
　

第
二　

本
邦
ノ
法
律
ニ
依
リ
強
テ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
行
為
ヲ
執
行
セ
シ
ム
可
キ
ト
キ

　
　

第
三　

本
邦
ノ
法
律
ニ
従
ヘ
ハ
外
國
裁
判
所
カ
管
轄
權
ヲ
有
セ
サ
ル
ト
キ

　
　

第
四　

敗
訴
ノ
債
務
者
本
邦
人
ニ
シ
テ
應
訴
セ
サ
リ
シ
ト
キ
但
訴
訟
ヲ
開
始
ス
ル
呼
出
又
ハ
命
令
ヲ
受
訴
裁
判
所
所
屬
ノ
國
ニ
於
テ
又
ハ

　
　
　
　

法
律
上
ノ
共
助
ニ
依
リ
本
邦
ニ
於
テ
本
人
ニ
送
達
セ
サ
リ
シ
ト
キ
ニ
限
ル

　
　

第
五　

國
際
條
約
ニ
於
テ
相
互
ヲ
保
セ
サ
ル
ト
キ

（
5
）Civilprozeßordnung vom

 30. Januar 1877, RGBl. 1877, 83,§
661 A

bs. 2 N
r. 5.  

松
本
博
之
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明

治
編
〕（
二
）
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
Ⅱ
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
二
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
五
一
六
頁
以
下
の
〔
資
料
一
一
〕『
日
本
訴



一
〇
三

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

訟
規
則
修
正
案
説
明
』
参
照
。

（
6
）
松
本
博
之
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
編
〕（
三
）
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
関
係
Ⅲ
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
三
〕』（
信
山
社
出
版
、
二

〇
〇
八
年
）
二
九
八
頁
の
〔
資
料
一
四
〕Entw
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参
照
。

（
7
）
松
本
博
之
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
編
〕（
一
）
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
Ⅰ
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
一
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇

八
年
）
二
二
〇
頁
の
〔
資
料
三
〕『
テ
ヒ
ヤ
ウ
氏
訴
訟
規
則
修
正
原
按
第
六
編
及
第
七
編
』
参
照
。

（
8
）
松
本
＝
徳
田
編
著
・
前
掲
注（
5
）二
〇
三
頁
の
〔
資
料
一
〇
〕『
民
事
訴
訟
法
草
案
・
完
』、
同
五
一
六
頁
の
〔
資
料
一
一
〕『
日
本
訴
訟
規
則
修

正
案
説
明
』、
松
本
＝
徳
田
編
著
・
前
掲
注（
6
）一
四
八
頁
の
〔
資
料
一
三
〕『
訴
訟
法
草
案
・
完
』（
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
）
参
照
。

（
9
）
松
本
博
之
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕（
一
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
四
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
一
一
〇 

頁
の
〔
資
料
二
六
〕
民
事
訴
訟
法
草
案
第
二
三
回
（
テ
ヒ
ョ
ー
草
案
修
正
分
）
参
照
。

（
10
）
松
本
＝
徳
田
編
著
・
前
掲
注（
9
）二
六
七
頁
の
〔
資
料
六
九
〕
民
事
訴
訟
法
草
案
議
案
第
三
五
号
（
明
治
二
一
年
七
月
一
八
日
）、
松
本
博
之
＝

徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕（
三
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
六
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
三
〇
六
頁
の
〔
資
料

一
五
二
〕
修
正
民
事
訴
訟
法
草
案
第
一
三
回
（
第
五
〇
六
条
〜
第
五
四
八
条
）、松
本
博
之
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕（
四
）

〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
七
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
七
六
頁
の
〔
資
料
一
六
八
〕
民
事
訴
訟
法
再
調
査
案
（
第
五
四
六
条
〜
第
五
九

四
条
）、
同
一
五
七
頁
の
〔
資
料
一
七
〇
〕
民
事
訴
訟
法
草
案
（
第
一
版
）、
同
三
〇
七
頁
の
〔
資
料
一
七
五
〕
民
事
訴
訟
法
草
案
（
第
一
版
）（
再

修
正
原
本
）
参
照
。

（
11
）
松
本
＝
徳
田
編
著
・
前
掲
注（
10
）『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕（
三
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
九
六
〕』
の
目
次
参
照
。
本
来
は
、
同
七
一

頁
の
〔
資
料
一
二
三
〕
民
事
訴
訟
法
草
案
議
事
筆
記
第
三
八
回
（
第
五
二
〇
条
〜
第
五
三
四
条
）（
明
治
二
一
年
七
月
一
九
日
）
の
前
に
入
る
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
12
）
本
多
康
直
＝
今
村
信
行
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕
註
解
第
三
分
冊
自
第
四
一
二
條
至
第
五
八
六
條
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
一
五
四
〕』

（
信
山
社
出
版
、二
〇
〇
〇
年
）
所
収
の
本
多
康
直
＝
今
村
信
行
『
民
事
訴
訟
法
註
解
第
三
冊
』（
博
聞
社
、一
八
九
三
年
）
一
五
六
八
頁
以
下
参
照
。

（
13
）
亀
山
貞
義
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕
正
義
（
下
─
Ⅰ
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
六
七
〕』（
信
山
社
出
版
、
一
九
九
六
年
）
所
収
の
龜

山
貞
義
『
民
事
訴
訟
法
正
義
下
』（
新
法
註
釋
會
出
版
、
一
八
九
一
年
）
七
三
頁
参
照
。

（
14
）
井
上
操
『
民
事
訴
訟
法
〔
明
治
二
三
年
〕
述
議
（
第
三
編
・
第
四
編
・
第
五
編
・
第
六
編
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
七
七
〕』（
信
山
社
出
版
、



一
〇
四

一
九
九
九
年
）
所
収
の
井
上
操
『
民
事
訴
訟
法
述
議
』（
岡
島
幸
次
郎
、
一
八
九
一
年
）
一
三
六
七
頁
参
照
。

（
15
）
こ
れ
に
伴
っ
て
、
民
事
訴
訟
法
五
一
五
条
も
改
正
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
項
二
号
は
、「
外
國
判
決
カ
第
二
百
條
ノ
條
件
ヲ
具
備
セ
サ
ル
ト
キ
」

と
改
め
ら
れ
、
三
号
な
い
し
五
号
が
削
除
さ
れ
た
。

（
16
）
松
本
博
之
＝
河
野
正
憲
＝
徳
田
和
幸
編
著
『
民
事
訴
訟
法
〔
大
正
改
正
編
〕（
三
）〔
日
本
立
法
資
料
全
集
一
二
〕』（
信
山
社
出
版
、一
九
九
三
年
）

三
七
九
頁
以
下
の
〔
資
料
六
一
五
〕
民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
議
事
速
記
錄
第
三
七
回
（
大
正
一
二
年
二
月
一
三
日
）
参
照
。

（
17
）
司
法
省
編
『
民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
案
理
由
書
・
司
法
省
蔵
版
』（
清
水
書
店
、
一
九
二
六
年
）
一
〇
九
頁
参
照
。

（
18
）
山
内
確
三
郎
『
民
事
訴
訟
法
の
改
正
〔
大
正
一
五
年
〕
第
一
巻
〔
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
五
四
七
〕』（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収

の
山
内
確
三
郎
『
民
事
訴
訟
法
の
改
正
第
一
巻
』（
法
律
新
報
社
、
一
九
二
九
年
）
三
一
六
頁
参
照
。

（
19
）
松
岡
義
正
『
強
制
執
行
要
論
上
巻
』（
清
水
書
店
、
一
九
二
四
年
）
四
九
一
頁
参
照
。
な
ぜ
松
岡
が
大
正
一
二
年
の
説
明
と
異
な
る
見
解
を
主
張

し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
松
岡
は
、
大
正
一
二
年
に
は
、
起
草
委
員
会
全

体
の
意
見
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
彼
自
身
の
見
解
は
、
す
で
に
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
松
岡
は
、
大

正
一
二
年
に
は
、
山
内
確
三
郎
と
同
様
の
見
解
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
学
説
な
ど
を
研
究
し
た
結
果
、
見
解
を
改
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
20
）
松
岡
・
前
掲
注（
19
）四
八
八
頁
以
下
参
照
。

（
21
）
江
川
英
文
「
外
国
判
決
の
承
認
」
法
協
五
〇
巻
一
一
号
六
一
頁
以
下
（
一
九
三
二
年
）
参
照
。

（
22
）
松
岡
義
正
『
新
民
事
訴
訟
法
註
釋
第
六
巻
』（
清
水
書
店
、
一
九
三
九
年
）
一
二
二
四
頁
以
下
参
照
。
松
岡
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
で
は
部
分
承

認
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
立
法
上
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
強
制
執
行
法 

（Exekutionsordnung

） 

は
、
当
初
か
ら
条
約
ま
た
は
政
府
の
宣
言 

（Regierungserklärung

） 

に
よ
る
相
互
の
保
証
を
要
件
と
し
て
お
り
（
七

九
条
、
八
〇
条
）、
現
行
法
上
も
、
条
約
ま
た
は
規
則 （V

erordnungen

） 

に
よ
る
相
互
の
保
証
を
要
件
と
し
て
い
る
（
七
九
条
二
項
、
八
〇
条
）。

RGBl. N
r. 79/1896; BGBl. N

r. 519/1995.  

す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
と
ド
イ
ツ
法
と
で
は
、
根
本
的
な
違
い
が
あ
り
、
そ
の
相
違
は
、

部
分
承
認
を
認
め
る
か
否
か
に
留
ま
ら
な
い
。

（
23
）
松
岡
・
前
掲
注（
22
）一
二
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
細
野
長
良
『
民
事
訴
訟
法
要
義
〔
第
四
巻
〕』（
嚴
松
堂
書
店
、
一
九
三
四
年
）
二
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
25
）Code de droit international privé, Loi du 16 juillet 2004, M

oniteur, 27 juillet 2004.  

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に



一
〇
五

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

つ
い
て
は
、「
一　

承
認
ま
た
は
執
行
宣
言
の
結
果
が
明
ら
か
に
公
序
に
反
す
る
と
き
（
公
序
違
反
は
、
と
く
に
事
案
の
ベ
ル
ギ
ー
法
域
と
の
関
連

の
強
度
お
よ
び
結
果
の
重
大
性
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
）、
二　

防
御
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
、
三　

人
が
権
利
を
任
意
に
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
専
ら
こ
の
法
律
〔
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
・
奥
田
注
〕
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
の
適
用
を
免
れ
る
た
め
に
、
判
決
が
得
ら

れ
た
と
き
、
四　

第
二
三
条
第
四
項
の
場
合
〔
仮
処
分
・
奥
田
注
〕
を
除
き
、
判
決
が
そ
の
下
さ
れ
た
国
の
法
に
よ
り
、
ま
だ
通
常
の
不
服
申
立

て
の
対
象
と
な
り
得
る
と
き
、
五　

判
決
が
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
下
さ
れ
た
判
決
、
ま
た
は
従
前
に
外
国
に
お
い
て
下
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い

て
承
認
さ
れ
得
る
判
決
と
相
容
れ
な
い
と
き
、
六　

同
一
の
当
事
者
間
お
よ
び
同
一
の
目
的
物
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
請
求
が
申
し
立

て
ら
れ
、
係
属
中
で
あ
る
間
に
、
外
国
に
お
い
て
請
求
が
申
し
立
て
ら
れ
た
と
き
、
七　

請
求
の
審
理
に
つ
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
裁
判
所
が
専
属

管
轄
を
有
し
て
い
た
と
き
、
八　

外
国
裁
判
所
の
管
轄
が
専
ら
当
該
国
に
お
け
る
被
告
の
所
在
ま
た
は
訴
訟
と
直
接
に
関
連
し
な
い
物
の
所
在
に

基
づ
い
て
い
た
と
き
、
九　

承
認
ま
た
は
執
行
宣
言
が
第
三
九
条
〔
外
国
に
お
け
る
氏
名
の
変
更
・
奥
田
注
〕、
第
五
七
条
〔
外
国
に
お
け
る
男
子

専
制
離
婚
・
奥
田
注
〕、
第
七
二
条
〔
外
国
に
お
け
る
養
子
縁
組
・
奥
田
注
〕、
第
一
一
五
条
〔
法
人
の
設
立
、
業
務
、
解
散
ま
た
は
清
算
に
関
す

る
外
国
判
決
・
奥
田
注
〕
お
よ
び
第
一
二
一
条
〔
倒
産
に
関
す
る
外
国
判
決
・
奥
田
注
〕
に
規
定
さ
れ
た
拒
否
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
」
と
い
う
九
つ
の
拒
否
事
由
を
掲
げ
（
二
五
条
一
項
）、「
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
外
国
判
決
は
、
実
質
的
再
審
査
の
対
象
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」（
同
条
二
項
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）
た
だ
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
け
る
外
国
判
決
の
承
認
は
、
金
銭
判
決
の
み
を
対
象
と
す
る
か
ら
、
平
成
一
〇
年
最
判
に
よ
り
相
互
の
保
証
が

肯
定
さ
れ
た
の
も
、
金
銭
判
決
の
場
合
に
限
定
さ
れ
る
。
第
一
審
の
神
戸
地
判
平
成
五
年
九
月
二
二
日
民
集
五
二
巻
三
号
八
九
五
頁
参
照
。

（
27
）
東
京
地
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
一
三
日
に
よ
れ
ば
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
州
の
承
認
規
則
は
、
①
外
国
判
決
が
既
判
力
を
有
す
る
こ
と
、

②
外
国
裁
判
所
が
裁
判
権
を
有
す
る
こ
と
、
③
外
国
判
決
が
公
序
に
反
し
な
い
こ
と
、
④
相
互
の
保
証
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
四
条
件
を
具
備

す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
お
り
、「
同
州
の
裁
判
所
が
こ
れ
ら
条
件
を
具
備
し
た
外
国
判
決
に
対
し
そ
の
効
力
を
承
認
し
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
」

と
さ
れ
る
。
な
お
、
当
時
の
ス
イ
ス
で
は
、
外
国
判
決
の
承
認
要
件
が
各
カ
ン
ト
ン
の
管
轄
事
項
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
七
年
の
連
邦
国
際

私
法
は
、
後
述
五
の
と
お
り
、
承
認
要
件
を
統
一
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
互
の
保
証
要
件
を
廃
止
し
た
。

（
28
）
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
四
日
は
、「
外
国
判
決
に
対
し
て
執
行
判
決
を
付
与
す
る
た
め
に
は
国
際
法
上
の
相
互
主
義
の
観
点
か
ら
外
国

が
日
本
国
の
確
定
判
決
の
効
力
を
認
め
る
要
件
と
わ
が
国
が
当
該
外
国
判
決
の
効
力
を
認
め
る
要
件
と
を
比
較
し
て
同
等
か
、
あ
る
い
は
少
く
と

も
前
者
の
要
件
が
後
者
の
そ
れ
よ
り
も
ゆ
る
や
か
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
当
該
当
事
国
間
の
条
約
、
協
定
な
ど



一
〇
六

の
取
り
決
め
で
明
定
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
双
方
の
国
内
の
法
令
あ
る
い
は
慣
例
に
よ
つ
て
で
も
前
記
の
点
が
確
保
さ
れ
る
を
も
つ
て
足
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
と
の
間
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た
。

（
29
）
審
理
の
や
り
直
し
に
対
す
る
障
害
に
つ
い
て
は
、加
藤
和
夫
「
本
件
評
釈
」
曹
時
三
八
巻
一
〇
号
二
〇
〇
頁
注
四
（
一
九
八
六
年
）
参
照
。
な
お
、

い
わ
ゆ
る
実
質
的
再
審
査
は
、外
国
判
決
の
承
認
手
続
と
し
て
審
理
を
や
り
直
す
だ
け
で
あ
る
か
ら
、理
論
上
、判
決
国
の
裁
判
管
轄
が
肯
定
さ
れ
、

か
つ
判
決
国
に
お
け
る
審
理
の
時
点
で
時
効
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
改
め
て
承
認
国
の
国
際
的
裁
判
管
轄
が
問
題
と
な
っ
た
り
、
承
認
国
に

お
け
る
審
理
の
時
点
で
時
効
が
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
30
）
加
藤
・
前
掲
注（
29
）一
九
八
頁
参
照
。

（
31
）
名
古
屋
地
判
昭
和
六
二
年
二
月
六
日
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
相
互
の
保
証
に
つ
い
て
、「
当
該
判
決
国
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ

の
判
決
の
執
行
が
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
当
該
外
国
判
決
の
執
行
よ
り
『
本
質
的
に
よ
り
大
き
な
困
難
を
伴
う
も
の
で
な
い
』
場
合
に
は
、
こ
れ

を
肯
定
す
る
態
度
を
と
り
、
と
く
に
、
前
示
一
九
六
七
年
判
決
は
、
法
規
上
は
、
外
国
判
決
の
承
認
に
お
い
て
実
質
審
査
主
義
を
採
る
シ
リ
ア
と

の
間
に
お
い
て
、
シ
リ
ア
の
裁
判
実
務
で
は
形
式
審
査
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
西
ド
イ
ツ
と
の
相
互
の
保
証
を
肯
定
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
」。
し
た
が
っ
て
、「
法
規
上
も
西
ド
イ
ツ
の
承
認
要
件
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
要
件
を
採
用
し
、
外
国
判
決
の
承
認
に
際
し
て
形
式
審
査

主
義
（
民
事
執
行
法
二
四
条
二
項
）
を
採
用
す
る
我
が
国
の
財
産
法
上
の
判
決
に
対
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
相
互
の
保
証
あ
る
も
の
と

し
て
、
そ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
蓋
然
性
は
、
極
め
て
高
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の
財
産
法

上
の
判
決
が
、
我
が
民
訴
法
二
〇
〇
条
〔
現
行
一
一
八
条
〕
各
号
と
同
様
の
条
件
の
も
と
に
、
そ
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
判
断
し
て
差
支

え
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
32
）
た
と
え
ば
、Stein-Jonas, K

om
m

entar zur Zivilprozeßordnung,§
328 

に
は
、
相
互
の
保
証
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

と
の
相
互
の
保
証
は
、
一
九
七
二
年
の
第
一
九
版
（Schum

ann/Leipold V
III/1969

）
で
は
否
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
一
九
八
九
年
の

第
二
〇
版
（Schum

ann V
II/1988

）
で
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
。See also D

ieter M
artiny, Recognition and Enforcem

ent of Foreign 
Judgm

ents in Germ
any and Europe, in: Jürgen Basedow

 / H
arald Baum

 / Y
uko N

ishitani （ed.

）, Japanese and E
uropean 

Private International Law
 in Com

parative Perspective, 2008, 397.

（
33
）
東
京
地
判
平
成
三
年
一
二
月
一
六
日
に
よ
れ
ば
、
米
国
ネ
ヴ
ァ
ダ
州
に
お
い
て
は
、「
外
国
判
決
は
、
信
義
・
信
頼
を
も
っ
て
対
処
す
る
に
値
す

る
と
み
な
さ
れ
れ
ば
同
州
の
地
方
裁
判
所
の
判
決
と
同
様
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
我
が
国
の
民
事
訴
訟



一
〇
七

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

法
第
二
〇
〇
条
〔
現
行
一
一
八
条
〕
と
重
要
な
点
で
異
な
ら
な
い
条
件
の
も
と
で
外
国
判
決
の
効
力
を
承
認
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

（
34
）
東
京
地
判
平
成
六
年
一
月
一
四
日
に
よ
れ
ば
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、
九
つ
の
外
国
判
決
の
不
承
認
事
由
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
右
各
不
承
認
事
由
の
内
容
は
、
我
が
国
の
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
〔
現
行
一
一
八
条
〕
各
号
の
条
件
と
重
要
な
点
に
お
い
て

異
な
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
35
）
東
京
地
判
平
成
六
年
一
月
三
一
日
に
よ
れ
ば
、「
英
国
に
お
い
て
は
、
外
国
判
決
そ
の
も
の
の
効
力
を
承
認
し
て
そ
の
執
行
を
許
可
す
る
と
い
う

い
わ
ゆ
る
執
行
判
決
の
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
被
告
が
当
該
訴
訟
に
お
い
て
援
用
で
き
る
抗
弁
は
、
前
記
の
も
の
に

限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
、
結
局
、
民
事
訴
訟
法
二
〇
〇
条
〔
現
行
一
一
八
条
〕
二
号
又
は
三
号
所
定
の
条
件
と
同
一
内
容
で
あ
る
か
又
は
そ

れ
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
外
国
判
決
の
い
わ
ゆ
る
実
質
的
再
審
査
が
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

右
の
手
続
又
は
形
式
の
相
違
を
捉
ら
え
て
『
相
互
の
保
証
』
に
欠
け
る
も
の
と
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
し
、
外
国
判
決
に
対
し
て
執
行
を
許
可

す
る
た
め
の
条
件
な
い
し
要
件
に
彼
此
に
お
い
て
実
質
的
に
差
異
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
さ
れ
る
。

（
36
）
東
京
地
判
平
成
一
八
年
一
月
一
九
日
に
よ
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
外
国
判
決
執
行
要
件
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
基
づ
き
、

①
当
該
判
決
が
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
当
該
判
決
が
訴
訟
手
続
に
関
し
て
被
告
に
対
し
適
正
な
告
知
が
な
さ
れ
た
上
で
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
③
当
該
判
決
が
金
銭
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
さ
ら
に
、
④
当
該
判
決
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
で
な
く
、
⑤
判

決
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
と
の
間
に
相
互
の
保
証
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
え
て
、
⑥
判
決
国
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
お
い
て
適
用
さ

れ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
原
則
に
従
っ
て
当
該
事
件
に
つ
き
人
的
裁
判
権
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う

す
る
と
、
①
は
我
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
柱
書
部
分
に
、
②
は
同
条
二
号
に
、
④
は
同
条
三
号
に
、
⑤
は
同
条
四
号
に
、
⑥
は
同
条
一
号

に
そ
れ
ぞ
れ
相
応
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
判
決
は
、
相
互
の
保
証
要
件
を
満
た
す
と
さ

れ
る
。

（
37
）
東
京
地
判
平
成
二
一
年
二
月
一
二
日
に
よ
れ
ば
、
韓
国
民
事
訴
訟
法
二
一
七
条
に
は
、「
外
国
判
決
の
承
認
の
要
件
と
し
て
、
我
が
国
の
民
訴
法

一
一
八
条
と
概
ね
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
」、
同
条
四
号
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
38
）
前
述
注（
27
）（
28
）（
31
）（
33
）〜（
37
）参
照
。

（
39
）
大
阪
地
堺
支
判
平
成
一
四
年
七
月
一
五
日
判
時
一
八
四
一
号
一
一
三
頁
。

（
40
）
一
九
九
一
年
四
月
九
日
採
択
・
公
布
・
施
行
。
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
八
日
改
正
二
六
六
条
お
よ
び
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
改
正
二
八
二
条



一
〇
八

も
同
旨
。

（
41
）
青
山
善
充
「
外
国
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
判
決
」
鈴
木
忠
一
＝
三
ケ
月
章
編
『
注
解
民
事
執
行
法
（
一
）』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
四
年
）

四
一
九
頁
も
、
中
華
人
民
共
和
国
法
に
つ
い
て
、「
そ
の
承
認
の
要
件
た
る
、
中
国
法
の
基
本
原
理
・
中
国
の
社
会
的
利
益
に
反
し
て
い
な
い
こ
と

と
い
う
要
件
が
判
然
と
せ
ず
、
こ
の
要
件
が
共
産
主
義
国
の
法
秩
序
の
厳
格
な
維
持
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
と
の
間
に
相
互
の
保
証
を
欠

く
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
が
、
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。

（
42
）
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日
に
公
布
さ
れ
た「
最
高
人
民
法
院
の『
中
華
人
民
共
和
国
民
事
訴
訟
法
』の
適
用
に
関
す
る
解
釈
」（
同
年
二
月
四
日
施
行
）

五
四
四
条
も
、
同
様
の
旨
を
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
当
事
者
が
中
華
人
民
共
和
国
の
管
轄
権
を
有
す
る
中
級
人
民
法
院
に
対
し
、
外
国
裁
判
所

が
下
し
て
法
的
効
力
を
生
じ
た
判
決
・
決
定
の
承
認
お
よ
び
執
行
を
申
し
立
て
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
裁
判
所
の
所
在
地
国
と
中
華
人
民
共
和

国
と
が
国
際
条
約
を
締
結
し
た
り
共
同
で
加
盟
し
た
り
し
て
お
ら
ず
、
互
恵
関
係
も
な
い
と
き
は
、
申
立
て
を
却
下
す
る
決
定
を
下
す
。
た
だ
し
、

当
事
者
が
人
民
法
院
に
対
し
、
外
国
裁
判
所
が
下
し
て
法
的
効
力
を
生
じ
た
離
婚
判
決
の
承
認
を
申
し
立
て
た
場
合
は
除
く
」（
一
項
）。「
承
認
ま

た
は
執
行
の
申
立
て
を
却
下
す
る
と
決
定
さ
れ
た
場
合
、
当
事
者
は
、
人
民
法
院
に
対
し
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
二
項
）。
二
〇
一

五
年
の
解
釈
五
四
四
条
は
、
離
婚
判
決
に
つ
い
て
互
恵
関
係
を
要
し
な
い
と
す
る
が
、
こ
の
点
は
、
す
で
に
外
国
離
婚
判
決
の
承
認
に
関
す
る
一

九
九
一
年
・
九
八
年
・
二
〇
〇
〇
年
の
司
法
解
釈
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
た
。
郭
玉
軍
（
黄
ジ
ン
霆
訳
）「
中
国
渉
外
家
族
法
に
お
け
る
手
続
法
上

の
問
題
」
立
命
館
法
学
二
〇
〇
七
年
五
号
（
三
一
五
号
）
三
一
〇
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
不
承
認
後
の
再
度
の
訴
え
に
つ
い
て
、
一
九
九
二
年
の

意
見
三
一
八
条
は
、「
管
轄
権
を
有
す
る
人
民
法
院
」
と
す
る
が
、
二
〇
一
五
年
の
解
釈
五
四
四
条
は
、
単
に
「
人
民
法
院
」
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
再
度
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
事
件
の
国
際
的
裁
判
管
轄
規
則
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
轄
を
肯
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
余

地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
43
）Zhang （2014

）, 104 

に
よ
れ
ば
、
広
東
省
海
事
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
、
香
港
判
決
の
承
認
執
行
が
拒
否
さ
れ
た
後
、
訴
え
を
提
起
し
直
し
た

ケ
ー
ス
と
し
て
、Panbillion Finance Com

pany Lim
ited v. Carlie International Shipping （Panam

a

） S.A
., （2000

） Guang H
ai Fa 

Shangzi N
o. 79 

が
あ
る
。

（
44
）
一
九
九
五
年
六
月
二
六
日
の
回
答
の
経
緯
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
浜
地
方
裁
判
所
小
田
原
支
部
判
決
が
日
本
の
有
限
会
社

お
よ
び
そ
の
代
表
者
に
対
し
日
本
人
債
権
者
へ
の
貸
金
債
務
の
返
済
を
命
じ
た
と
こ
ろ
、
熊
本
地
方
裁
判
所
玉
名
支
部
は
、
有
限
会
社
の
代
表
が

投
資
し
た
日
中
合
弁
の
有
限
会
社
を
第
三
者
と
し
て
追
加
し
、
投
資
金
を
差
し
押
さ
え
、
こ
れ
を
債
権
者
に
譲
渡
す
る
よ
う
命
じ
た
。
し
か
し
、



一
〇
九

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

合
弁
会
社
側
が
こ
れ
を
拒
絶
し
た
の
で
、
債
権
者
が
大
連
市
中
級
人
民
法
院
に
対
し
横
浜
地
方
裁
判
所
小
田
原
支
部
の
判
決
な
ら
び
に
熊
本
地
方

裁
判
所
玉
名
支
部
の
差
押
命
令
お
よ
び
債
権
譲
渡
命
令
を
承
認
執
行
す
る
よ
う
申
し
立
て
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
連
市
中
級
人
民
法
院
は
、
日
本

と
の
間
に
条
約
も
互
恵
関
係
も
な
い
と
し
て
、
一
九
九
四
年
一
一
月
五
日
に
結
審
し
、
請
求
を
退
け
る
旨
の
決
定
を
下
し
た
。
さ
ら
に
、
申
立
人

が
遼
寧
省
高
級
人
民
法
院
に
上
訴
し
た
と
こ
ろ
、
最
高
人
民
法
院
に
照
会
が
な
さ
れ
、
同
旨
の
回
答
を
得
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
連
市
中

級
人
民
法
院
の
決
定
お
よ
び
最
高
人
民
法
院
の
回
答
の
原
文
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
外
国
私
法
国
際
私
法
研
究
所
の
ピ
ー
ス
ラ
ー
（K

nut 
Benjam

in Pißler

）
研
究
員
の
協
力
を
得
て
入
手
し
た
。

（
45
）
奥
田
安
弘
『
国
際
取
引
法
の
理
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）
二
二
四
頁
以
下
、
二
二
八
頁
以
下
、
二
三
七
頁
以
下
参
照
。

（
46
）
大
多
数
の
国
が
間
接
管
轄
を
審
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
田
裕
成
「
財
産
関
係
事
件
に
関
す
る
外
国
判
決
の
承
認
」
澤
木
敬
郎
＝
青
山
善

充
編
『
国
際
民
事
訴
訟
法
の
理
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
三
九
二
頁
参
照
。

（
47
）
高
田
・
前
掲
注（
46
）三
九
九
頁
注
三
三
参
照
。

（
48
）
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
一
一
〇
条
以
下
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
一
八
五
条
以
下
な
ど
参
照
。

（
49
）
も
っ
と
も
、
中
国
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
民
事
訴
訟
法
の
条
文
上
は
、
公
序
お
よ
び
相
互
の
保
証
の
み
が
承
認
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
後
述
四
の
と
お
り
、
実
際
に
は
、
管
轄
要
件
お
よ
び
送
達
要
件
も
課
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
わ
が
国
の
承
認
要
件
と
実
質
的
に
同
等
で
あ
る
と

言
え
る
。
わ
が
国
と
の
相
互
の
保
証
（
互
恵
関
係
）
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
中
国
判
決
が
承
認
さ
れ
た
前
例
が
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
例
に
な
ら
え
ば
、
こ
れ
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
は
高
い
。

（
50
）
高
見
澤
磨
＝
鈴
木
賢
＝
宇
田
川
幸
則
『
現
代
中
国
法
入
門
〔
第
七
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
〇
頁
以
下
参
照
。

（
51
）
訴
状
に
添
付
さ
れ
た
江
蘇
省
南
京
市
玄
武
区
人
民
法
院
の
判
決
書
に
よ
れ
ば
、
慰
謝
料
の
支
払
以
外
に
、
著
作
物
の
出
版
差
止
め
な
ら
び
に
回

収
ま
た
は
廃
棄
、
中
国
お
よ
び
日
本
の
新
聞
各
紙
に
お
け
る
謝
罪
広
告
の
掲
載
、
訴
訟
費
用
の
支
払
も
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
件
で
は
、
慰
謝

料
の
支
払
に
つ
い
て
の
み
、
執
行
判
決
の
請
求
が
な
さ
れ
た
。

（
52
）
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
改
正
決
定
採
択
、
二
〇
一
三
年
一
月
一
日
施
行
。

（
53
）
原
判
決
に
従
来
の
最
高
裁
判
例
と
相
反
す
る
判
断
が
あ
る
場
合
、
最
高
裁
は
、
決
定
に
よ
り
上
告
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
民
事
訴
訟

法
三
一
八
条
一
項
）、
前
述
注（
1
）の
と
お
り
、
本
件
の
上
告
受
理
の
申
立
て
に
つ
い
て
、
平
成
二
八
年
四
月
二
〇
日
の
決
定
は
、
こ
の
要
件
に
該

当
し
な
い
と
す
る
結
論
だ
け
を
述
べ
て
、
門
前
払
い
と
し
た
。



一
一
〇

（
54
）Zhang （2013

）, 153

─155; Zhang （2014

）, 96

─97, 107 

は
、
日
本
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
た
例
と
し
て
、
前
掲
注（
44
）の
決
定 

（Gom
i 

A
kira Case

）、
二
〇
〇
一
年
の
上
海
市
第
一
中
級
人
民
法
院
の
決
定 

（A
w

abiya Co. Ltd. Case

）、
二
〇
〇
四
年
の
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法

院
の
決
定 

（T
suburaya Productions Co. Ltd. v. Beijing Y

ansha Y
ouri Shopping City Co. Ltd.

） 

を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
も
、
互
恵
関

係
が
な
い
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。

（
55
）
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
の
民
事
訴
訟
法
三
二
八
条
は
、
一
九
七
六
年
六
月
一
四
日
の
法
律
に
よ
り
改
正
さ
れ
、
相
互
の
保
証
要
件
に
例
外
を
設

け
る
規
定
（
二
項
）
が
追
加
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
外
国
判
決
が
非
財
産
的
請
求
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
ド
イ
ツ
に
国
際
的
裁
判
管

轄
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
も
そ
も
相
互
の
保
証
要
件
を
課
さ
な
い
。Erstes Gesetz zur Reform

 des Ehe- und Fam
ilienrechts 

vom
 14. Juni 1976, BGBl. I S. 1421; Gesetz zur Reform

 des V
erfahrens in Fam

iliensachen und in den A
ngelegenheiten der 

freiw
illigen Gerichtsbarkeit （FGG-Reform

gesetz – FGG-RG

） vom
 17. D

ezem
ber 2008, BGBl. I S. 2586. 

中
国
も
離
婚
判
決
に
つ
い

て
互
恵
関
係
を
求
め
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
注（
42
）参
照
。

（
56
）
一
九
九
六
年
の
上
海
市
中
級
人
民
法
院
決
定 

（D
eutsche Bank Case

） 

に
つ
い
て
は
、Zhang （2013

）, 154

─155; Zhang （2014

）, 98.  

二
〇
〇
二
年
の
北
京
市
第
二
中
級
人
民
法
院
決
定
に
つ
い
て
は
、A

xel N
eelm

eier, V
erbürgung der Gegenseitigkeit zw

ischen 
D

eutschland und China?, in: ZChinR
 2007, S. 289.

（
57
）K

G, Beschluss vom
 18.05.2006, N

JW
-RR 2007, 1438. 

本
件
は
、
仲
裁
判
断
の
執
行
申
立
事
件
で
あ
る
た
め
、
決
定
に
よ
り
判
断
さ
れ
る

（
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
一
〇
六
三
条
一
項
）。
な
お
、K

am
m

ergericht （K
G

） 

と
は
、
直
訳
す
れ
ば
、
宮
廷
裁
判
所
で
あ
る
が
、
他
州
の
上
級
地

方
裁
判
所
（O

berlandesgericht, O
LG

＝
日
本
の
高
等
裁
判
所
）
に
相
当
す
る
。

（
58
）
こ
の
規
定
は
、
債
務
者
が
本
案
訴
訟
の
係
属
中
に
内
国
所
在
の
財
産
を
外
国
に
移
し
、
そ
の
結
果
、
外
国
で
強
制
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
相
互
の
保
証
が
あ
る
場
合
は
、
わ
が
国
の
民
事
保
全
法
二
〇
条
一
項
と
同
様
に
、
強
制
執
行
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
強
制
執
行
を
す
る
の
に
著
し
い
困
難
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
い
う
要
件
（
ド

イ
ツ
民
事
訴
訟
法
九
一
七
条
一
項
）
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。V

gl. D
rescher, in: M

ünchener K
om

m
entar zur ZPO

, 4. A
ufl. 

2012,§
917 RdN

r. 13 f.

（
59
）O

LG D
üsseldorf, Beschluss vom

 22.03.2007, O
LG Report H

am
m

 / D
üsseldorf / K

öln 2007, 569.

（
60
）
正
確
に
言
え
ば
、
訴
状
お
よ
び
呼
出
状
の
送
達
は
、
条
約
上
の
司
法
共
助
の
手
続
に
よ
り
行
わ
れ
た
が
、
判
決
文
の
送
達
は
、
郵
便
に
よ
る
も



一
一
一

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

の
で
あ
っ
た
。See Zhang （2013

）, 164

─166 （H
ukla M

atratzen Gm
bH

 Case

）. 

本
稿
の
筆
者
は
、W

enliang Zhang 

か
ら
入
手
し
た
決

定
書
の
原
文
も
参
照
し
た
。（
二
〇
一
〇
）
二
中
民
特
字
第
一
三
八
九
〇
号
。
な
お
、
直
接
郵
便
送
達
に
関
す
る
拒
否
宣
言
と
は
、「
外
国
に
い
る

者
に
対
し
て
直
接
に
裁
判
上
の
文
書
を
郵
送
す
る
権
能
」
の
拒
否
宣
言
を
意
味
す
る
（
送
達
条
約
一
〇
条
ａ
号
）。

（
61
）See Zhang （2013

）, 166.

（
62
）
二
〇
〇
七
年
改
正
時
。
一
九
九
一
年
制
定
時
二
六
八
条
お
よ
び
二
〇
一
二
年
改
正
時
二
八
二
条
も
同
旨
。

（
63
）
直
接
郵
便
送
達
を
公
序
違
反
と
す
る
見
解
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
六
日
の
最
高
人
民
法
院
回
答
（
民
四
他
字
第
九
号
）
に
お
い
て
、
よ
り
明

確
に
示
さ
れ
て
い
る
。See H

E Q
isheng, Chronology of Practice: Chinese Practice in Private International Law

 in 2014, in: 
Chinese JIL （2015

）, 828

─830. 

本
回
答
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
判
決
の
執
行
申
立
事
件
に
関
す
る
浙
江
省
高
級
人
民
法
院
か
ら
の
照
会
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
判
決
国
か
ら
中
国
所
在
の
会
社
へ
の
呼
出
状
の
送
達
は
、
郵
便
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
応
訴
が
な
か
っ
た
の
で
、
欠
席
判
決
が

下
さ
れ
た
。
中
国
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
二
国
間
条
約
に
よ
れ
ば
、欠
席
判
決
を
受
け
た
被
告
が
判
決
国
法
に
よ
り
適
法
に
呼
出
し
を
受
け
な
か
っ

た
こ
と
、
お
よ
び
判
決
の
承
認
執
行
が
承
認
国
の
主
権
、
国
家
の
安
全
ま
た
は
公
序
に
反
す
る
こ
と
が
承
認
拒
否
事
由
と
さ
れ
、
文
書
の
送
達
は
、

司
法
共
助
の
手
続
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
直
接
郵
便
送
達
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
法
に
違
反
し
て
い
る
と
す
る
証
拠
は
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
回
答
に
よ
れ
ば
、
直
接
郵
便
送
達
は
、
二
国
間
条
約
に
違
反
し
、
中
国
の
司
法
主
権 （judicial sovereignty

） 

を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
本
件
の
判
決
は
承
認
す
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
た
。
本
件
で
は
、
直
接
郵
便
送
達
に
基
づ
く
判
決
の
効
力
が
直
接
的
に
二
国
間
条
約
に

規
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
広
い
意
味
で
公
序
に
反
す
る
と
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

（
64
）See Zhang （2014

）, 122

─124.

（
65
）
（
二
〇
一
二
）
鄂
武
汉
中
民
商
外
初
字
第
〇
〇
〇
一
六
号
。
本
決
定
に
つ
い
て
は
、W

enliang Zhang

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
武

漢
大
学
の
郭
玉
軍
教
授
お
よ
び
本
件
の
破
産
管
財
人Sascha Rudolf Seehaus

博
士
（
ド
イ
ツ
国
弁
護
士
）
の
協
力
に
よ
り
、
中
国
語
の
原
文

を
入
手
し
た
。

（
66
）
筆
者
が
ド
イ
ツ
の
破
産
管
財
人
か
ら
得
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
こ
の
破
産
宣
告
の
承
認
に
よ
っ
て
、
破
産
財
団
に
帰
属
す
べ
き
財
産
の
管
理
処
分

権
は
、
中
国
に
お
い
て
も
破
産
管
財
人
に
移
転
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る 

（Insolvenzordnung vom
 5. O

ktober 1994, BGBl. I S. 2866,§
80 

（1

））。

（
67
）Sung H

oon Lee, Foreign Judgm
ent Recognition and Enforcem

ent System
 of K

orea, in: Journal of K
orean Law

, V
ol. 6, 



一
一
二

N
o.1, 2006, 135. 

ま
た
、
同
じ
く
相
互
の
保
証
要
件
を
課
す
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
も
、
ご
く
最
近
、
中
国
判
決
を
承
認
し
た
テ
ル
ア
ビ
ブ

地
方
裁
判
所
の
判
決
が
現
れ
た
。Jiangsu O

verseas Group Co. Ltd. v. Reitm
an （D

istrict Court T
el A

viv, O
ctober 6, 2015

）, cited 
in: H

adas Peled, V
oluntary Reciprocity: Enforcem

ent of a PRC Court Judgm
ent by an Israeli Court in the A

bsence of a 
Governing Reciprocity A

greem
ent, in: T

singhua China Law
 R

eview
, China Law

 U
pdate, BET

A
 V

ersion, N
ovem

ber 15, 2015.

（
68
）H

ubei Gezhouba Sanlian Indus. Co. v. Robinson H
elicopter Co., N

o. 2:06-cv-01798-FM
C-SSx, 2009 W

L 2190187, （C.D
. Cal. 

July 22, 2009
）, aff’d, 425 F. A

pp’x 580 （9th Cir. 2011

）. See also H
E Q

isheng, T
he Recognition and Enforcem

ent of Foreign 
Judgm

ents betw
een the U

nited States and China: A
 Study of Sanlian v. Robinson, in: T

singhua China Law
 R

eview
, V

ol. 6, 
2013, 24

─44.

（
69
）Giant Light M

etal T
echnology （K

unshan

） Co Ltd v A
ksa Far East Pte Ltd ［2014

］ SGH
C 16.

（
70
）
二
〇
一
五
年
一
月
三
〇
日
の
解
釈
五
四
四
条
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
前
述
注（
42
）参
照
。

（
71
）
二
〇
一
五
年
六
月
一
六
日
の
意
見
第
六
項
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「『
一
帯
一
路
』
沿
線
各
国
と
の
国
際
的
司
法
共
助

を
強
化
し
、
国
内
外
の
当
事
者
の
合
法
的
な
権
利
・
利
益
を
確
実
に
保
障
す
る
。
地
域
的
な
司
法
共
助
の
強
化
を
積
極
的
に
研
究
し
、
関
係
す
る

部
門
を
調
整
し
て
、
新
型
の
司
法
共
助
協
定
の
モ
デ
ル
を
適
時
作
成
し
、
二
国
間
ま
た
は
多
国
間
の
司
法
共
助
協
定
の
締
結
を
推
進
し
、
沿
線
各

国
の
判
決
の
相
互
承
認
お
よ
び
執
行
を
促
進
す
る
。
沿
線
の
一
部
国
家
が
現
時
点
で
未
だ
わ
が
国
と
司
法
共
助
協
定
を
締
結
し
て
い
な
い
と
い
う

状
況
下
に
お
い
て
、
国
際
司
法
協
力
お
よ
び
交
流
の
意
向
、
な
ら
び
に
相
手
国
が
わ
が
国
と
司
法
の
互
恵
関
係
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
を
承
認
す
る

な
ど
の
状
況
に
基
づ
き
、
わ
が
国
の
法
院
が
先
行
し
て
相
手
国
当
事
者
に
司
法
共
助
を
付
与
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り

互
恵
関
係
の
形
成
を
積
極
的
に
促
進
し
、
国
際
司
法
共
助
を
積
極
的
に
唱
道
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
範
囲
を
逐
次
拡
大
す
る
。
わ
が
国
と
沿
線
各

国
と
が
締
結
し
、
ま
た
は
共
同
し
て
参
加
す
る
国
際
条
約
を
厳
格
に
守
り
、
司
法
文
書
の
送
達
、
証
拠
の
調
査
・
収
集
、
外
国
裁
判
所
の
判
決
の

承
認
執
行
な
ど
の
司
法
共
助
の
要
請
を
積
極
的
に
処
理
し
、
国
内
外
の
当
事
者
の
合
法
的
な
権
利
・
利
益
の
実
効
性
を
高
め
、
迅
速
な
司
法
上
の

救
済
を
提
供
す
る
」。

（
72
）V

gl. M
ax Guldener, D

as internationale und interkantonale Zivilprozeßrecht der Schw
eiz, 1951, S. 95 f. 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実

質
的
再
審
査
を
し
な
い
で
外
国
判
決
を
承
認
執
行
す
る
カ
ン
ト
ン
の
う
ち
、
相
互
の
保
証
要
件
を
定
め
る
の
は
、
一
七
に
上
り
、
こ
れ
を
要
件
と

し
な
い
の
は
、
三
つ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。



一
一
三

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

（
73
）Bundesgesetz vom

 18. D
ezem

ber 1987 über das Internationale Privatrecht （IPRG

）, A
S 1988 1776 / Loi fédérale du 18 

décem
bre 1987 sur le droit international privé （LD

IP

）, RO
 1988 1776 / Legge federale del 18 dicem

bre 1987 sul diritto 
internazionale private （LD

IP

）, RU
 1988 1776.

第
二
五
条
（
承
認
─
原
則
）

　

外
国
の
判
決
・
決
定
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
。

ａ　

判
決
・
決
定
が
下
さ
れ
た
国
の
裁
判
所
ま
た
は
官
庁
が
管
轄
を
有
し
て
い
た
こ
と
。

ｂ　

判
決
・
決
定
に
対
し
通
常
の
異
議
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
は
判
決
・
決
定
が
終
局
的
で
あ
る
こ
と
。

ｃ　

第
二
七
条
の
拒
絶
事
由
が
存
在
し
な
い
こ
と
。

第
二
七
条
（
拒
絶
事
由
）

①　

外
国
に
お
い
て
下
さ
れ
た
判
決
・
決
定
は
、
そ
の
承
認
が
ス
イ
ス
の
公
序
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
き
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
承
認
さ
れ
な
い
。

②　

一
方
当
事
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
由
を
証
明
し
た
と
き
も
、（
外
国
に
お
い
て
下
さ
れ
た
）〔
独
〕〔
伊
〕
判
決
・
決
定
は
承
認
さ
れ
な
い
。

ａ　

そ
の
者
が
無
条
件
に
応
訴
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
者
の
住
所
地
法
お
よ
び
常
居
所
地
法
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
、
適
法
な
呼
出
し
を
受

け
な
か
っ
た
こ
と
。

ｂ　

判
決
・
決
定
が
ス
イ
ス
の
手
続
法
の
基
本
原
則
に
反
し
て
下
さ
れ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
（
そ
の
者
が
）〔
独
〕〔
仏
〕
防
御
の
機
会
を
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。

ｃ　

同
一
当
事
者
間
に
お
け
る
同
一
の
目
的
物
に
関
す
る
争
訟
が
す
で
に
ス
イ
ス
に
お
い
て
提
起
さ
れ
て
い
る
か
、
も
し
く
は
ス
イ
ス
に
お
い

て
判
決
・
決
定
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
第
三
国
に
お
い
て
す
で
に
判
決
・
決
定
が
下
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
承
認
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。

③　

前
二
項
に
規
定
さ
れ
た
事
由
以
外
に
は
、（
外
国
の
）〔
仏
〕〔
伊
〕
判
決
・
決
定
の
実
質
的
内
容
を
審
査
し
て
は
な
ら
な
い
。

奥
田
安
弘
編
訳
『
国
際
私
法
・
国
籍
法
・
家
族
法
資
料
集
─
─
外
国
の
立
法
と
条
約
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
74
）
た
だ
し
、
外
国
の
破
産
宣
告
お
よ
び
和
議
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
相
互
の
保
証
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
（
一
六
六
条
一
項
ｃ
号
、
一
七
七
条
）。

奥
田
編
訳
・
前
掲
注（
73
）五
五
頁
、
五
七
頁
参
照
。

（
75
）A

llgem
eine Lehren des internationalen Privatrechts, 1986, S. 624.



一
一
四

（
76
）Loi sur le droit international privé, Convention de Lugano （Com

m
entaire rom

and

）, 2011, p. 339. 

当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
も
、

ブ
ー
ハ
ー
で
あ
る
。

（
77
）
す
な
わ
ち
、
被
告
の
出
版
社
は
、
本
件
以
前
に
も
、
原
告
の
名
誉
を
毀
損
す
る
別
の
著
者
の
著
作
物
を
出
版
し
た
こ
と
が
あ
る
。
原
告
が
損
害

賠
償
な
ど
を
求
め
る
訴
え
を
中
国
の
裁
判
所
に
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
ら
は
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
わ
が
国
に
お
い
て
債
務
不
存
在
確
認

訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
原
告
か
ら
反
訴
を
提
起
さ
れ
、
敗
訴
し
て
い
る
。
東
京
地
判
平
成
一
九
年
一
一
月
二
日
（
平
成
一
八
年
（
ワ
）
第
九
九
七

二
号
判
例
集
未
登
載
）、
東
京
高
判
平
成
二
〇
年
五
月
二
一
日
（
平
成
一
九
年
（
ネ
）
第
六
〇
〇
二
号
判
例
集
未
登
載
）、
最
決
平
成
二
一
年
二
月

五
日
（
平
成
二
〇
年
（
オ
）
第
一
二
九
二
号
、
第
一
二
九
三
号
、
平
成
二
〇
年
（
受
）
第
一
五
六
六
号
、
第
一
五
六
七
号
判
例
集
未
登
載
）。
ま
た

被
告
ら
は
、
本
件
著
作
物
に
よ
り
別
の
中
国
人
の
名
誉
を
毀
損
し
た
と
し
て
、
わ
が
国
の
裁
判
所
に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
、
や
は
り
敗
訴
し
て
い
る
。
東
京
地
判
平
成
一
四
年
五
月
一
〇
日
（
平
成
一
一
年
（
ワ
）
第
二
〇
八
三
七
号
判
例
集
未
登
載
）、
東

京
高
判
平
成
一
五
年
四
月
一
〇
日（
平
成
一
四
年（
ネ
）第
二
九
九
五
号
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
二
八
〇
八
一
八
二
三
）、最
決
平
成
一
七
年
一
月
二
〇
日（
平

成
一
五
年
（
オ
）
第
一
〇
九
四
号
、
平
成
一
五
年
（
受
）
第
一
一
五
一
号
判
例
集
未
登
載
）。
た
だ
し
、
本
件
中
国
判
決
の
認
容
額
は
、
八
〇
万
人

民
元
（
約
一
〇
〇
〇
万
円
）
で
あ
り
、
米
国
の
一
部
の
州
で
認
め
ら
れ
る
懲
罰
的
賠
償
と
異
な
る
と
は
い
え
、
わ
が
国
の
名
誉
毀
損
事
件
に
お
い

て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
認
容
額
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
三
号
の
公
序
に
反
す

る
疑
い
が
あ
る
。
米
国
判
決
の
懲
罰
的
賠
償
部
分
の
み
を
公
序
違
反
と
し
た
最
判
平
成
九
年
七
月
一
一
日
民
集
五
一
巻
六
号
二
五
七
三
頁
参
照
。

（
78
）
平
成
二
七
年
東
京
高
判
の
事
案
で
は
、
原
告
の
名
誉
を
毀
損
す
る
著
作
物
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
九
八
年
、
原
告
が
中
国
の
裁
判
所
に
訴
え

を
提
起
し
た
の
は
二
〇
〇
三
年
、
被
告
ら
が
応
訴
す
る
こ
と
な
く
欠
席
判
決
が
下
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
六
年
、
原
告
が
中
国
判
決
の
執
行
判
決
を

求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
の
は
二
〇
一
二
年
で
あ
る
。
中
国
判
決
の
承
認
が
拒
否
さ
れ
、
改
め
て
わ
が
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
、

法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
の
施
行
前
に
加
害
行
為
の
結
果
が
発
生
し
た
事
件
と
し
て
、
名
誉
毀
損
の
準
拠
法
に
関
す
る
同
法
一
九
条
の
適
用
が

否
定
さ
れ
（
附
則
三
条
四
項
）、
法
例
一
一
条
一
項
に
よ
り
準
拠
法
が
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
被
害
者
の
常
居
所
地
法
で
あ
る

中
国
法
が
原
因
事
実
発
生
地
法
と
し
て
、
本
件
不
法
行
為
の
準
拠
法
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
法
例
一
一
条
三
項
と
同
旨
の
通
則
法
二
二
条
二

項
は
、
施
行
前
の
事
件
に
も
遡
及
適
用
さ
れ
る
が
（
附
則
二
条
）、
消
滅
時
効
は
、
同
項
に
い
う
「
損
害
賠
償
そ
の
他
の
処
分
」
に
は
含
ま
れ
な
い

か
ら
、
日
本
法
の
累
積
適
用
は
な
さ
れ
ず
、
専
ら
不
法
行
為
準
拠
法
で
あ
る
中
国
法
が
適
用
さ
れ
る
。
奥
田
安
弘
「
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法

の
不
法
行
為
準
拠
法
に
関
す
る
規
定
」
国
際
私
法
年
報
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
五
頁
以
下
＝
同
『
国
際
私
法
と
隣
接
法
分
野
の
研
究
』（
中
央
大



一
一
五

外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
る
相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
（
奥
田
）

学
出
版
部
、二
〇
〇
九
年
）
三
一
八
頁
参
照
。
し
か
し
、中
国
法
に
よ
れ
ば
、時
効
期
間
は
、権
利
侵
害
を
知
っ
た
時
、ま
た
は
知
り
得
べ
き
で
あ
っ

た
時
か
ら
二
年
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
民
法
通
則
一
三
五
条
）、
本
件
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
、
仮
に
権
利
侵
害
を
知
っ
た
の
が
二
〇
〇
三
年

で
あ
り
、
ま
た
時
効
の
中
断
（
同
法
一
四
〇
条
）
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
消
滅
時
効
が
成
立
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
79
）
平
成
二
七
年
東
京
高
判
の
事
案
で
も
、
外
国
判
決
承
認
要
件
と
し
て
の
判
決
国
の
管
轄
（
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
一
号
）
は
、
明
ら
か
に
肯
定

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
不
法
行
為
事
件
に
つ
い
て
は
、
不
法
行
為
地
の
管
轄
が
認
め
ら
れ
（
直
接
管
轄
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
三
条

の
三
第
八
号
）、
本
件
で
は
、
加
害
行
為
（
著
作
物
の
出
版
）
は
日
本
で
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
（
原
告
の
精
神
的
苦
痛
）
は
、
中
国
に
お

い
て
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
被
告
ら
は
、
原
告
が
中
国
に
居
住
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
結
果
の
発
生
は
容
易
に
予
見
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
80
）
た
だ
し
、
被
告
の
財
産
が
わ
が
国
に
し
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
外
国
判
決
を
わ
が
国
に
お
い
て
執
行
で
き
な
い
場
合
は
、
民
事
訴
訟

法
三
条
の
七
第
四
項
に
い
う
「
そ
の
裁
判
所
が
法
律
上
…
…
裁
判
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
管
轄
合
意
を
援

用
で
き
な
い
と
す
る
解
釈
も
考
え
得
る
。

（
81
）
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、相
互
の
保
証
要
件
の
合
憲
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、そ
こ
で
は
、主
に
平
等
権
侵
害
の
可
能
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

Vgl. Hans-Jürgen Puttfarken, Zur A
nerkennung und Vollstreckung ausländischer Urteile deutscher Kläger – verfassungsw

idrige 
Gegenseitigkeit, in: R

IW
 1976, 149. 
し
か
し
、
わ
が
国
の
憲
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
む
し
ろ
財
産
権
の
侵
害
と
し
て
扱
う
ほ
う
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
82
）
森
林
法
上
の
共
有
林
分
割
制
限
を
違
憲
と
し
た
最
大
判
昭
和
六
二
年
四
月
二
二
日
民
集
四
一
巻
三
号
四
〇
八
頁
。
さ
ら
に
、
最
大
判
平
成
一
四

年
二
月
一
三
日
民
集
五
六
巻
二
号
三
三
一
頁
は
、
証
券
取
引
法
上
の
短
期
売
買
利
益
返
還
の
規
定
を
合
憲
と
す
る
が
、
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、

同
旨
を
述
べ
る
。

（
83
）
民
事
訴
訟
法
一
一
八
条
一
号
お
よ
び
二
号
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
最
判
参
照
。
同
条
三
号
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
最
判
平
成
九
年

七
月
一
一
日
・
前
掲
注（
77
）参
照
。

（
84
）
相
互
の
保
証
要
件
が
報
復
お
よ
び
他
国
の
承
認
要
件
に
対
す
る
威
嚇
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の
救
済
を
犠
牲
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表

例
と
し
て
、
松
岡
博
『
国
際
取
引
と
国
際
私
法
』（
晃
洋
書
房
、
一
九
九
三
年
）
一
二
三
頁
以
下
参
照
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
が
外
国
判
決



一
一
六

の
実
質
的
再
審
査
を
廃
止
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
が
相
互
の
保
証
を
理
由
に
フ
ラ
ン
ス
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
の
が
一
因
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

米
国
が
同
様
の
理
由
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
判
決
の
承
認
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
逆
に
報
復
に
よ
っ
て
、
米
国
判
決
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
承
認
拒

否
を
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、両
す
く
み
状
態
を
も
た
ら
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、フ
ラ
ン
ス
が
最
終
的
に
実
質
的
再
審
査
を
廃
止
し
た
の
は
、

一
九
六
四
年
一
月
七
日
の
破
毀
院
判
決
（M

unzer

判
決
）
に
よ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
相
互
の
保
証
要
件
の
影
響
は
、
む
し
ろ
一
九
五
五
年
一
〇
月

二
一
日
の
パ
リ
控
訴
院
判
決
（Charr

判
決
）
が
「
国
際
的
な
司
法
の
良
好
な
協
調
」
を
理
由
と
し
て
、
実
質
的
再
審
査
を
否
定
し
た
こ
と
に
表

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
中
西
康
「
外
国
判
決
の
承
認
執
行
に
お
け
るrévision au fond 

の
禁
止
に
つ
い
て
（
一
）」
法
学
論
叢
一
三
五
巻
二
号
七

頁
以
下
（
一
九
九
四
年
）
参
照
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、そ
れ
ら
は
、五
〇
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
り
、そ
の
後
、相
互
の
保
証
要
件
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
他
国
が
承
認
要
件
を
改
め
た
と
さ
れ
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
85
）
高
桑
昭
「
相
互
の
保
証
」
高
桑
昭
＝
道
垣
内
正
人
編
『
新
・
裁
判
実
務
大
系
第
三
巻
国
際
民
事
訴
訟
法
（
財
産
法
関
係
）』（
青
林
書
院
、 

二
〇
〇
二
年
）
三
七
七
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
河
野
俊
行
「
承
認
要
件
と
し
て
の
相
互
の
保
証
」
澤
木
敬
郎
＝
秌
場
準
一
編
『
国
際
私
法
の
争
点

〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
二
四
〇
頁
も
参
照
。

（
二
〇
一
六
年
六
月
二
二
日
脱
稿
）

（
本
学
法
務
研
究
科
教
授
）


